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編

　集

　後

　記

　
こ
の
４
月
か
ら
専
務
理
事
兼
事
務

局
長
と
な
り
ま
し
た
前
川
で
す
。

　
連
合
会
広
報
紙
は
年
２
回
発
行
の

た
め
、
今
年
度
の
事
業
計
画
の
と
こ

ろ
で
、
実
施
済
み
の
事
業
を
少
し
だ

け
紹
介
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　
今
後
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
新
頻

度
向
上
等
を
検
討
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　こ
の
広
報
紙
は
、「
共
同
募
金
配

分
金
」
を
受
け
て
発
行
し
て
い
ま
す
。

令
和
８
年
度 

茨
城
県

身
体
障
害
者
福
祉
団
体

連
合
会 

第
１
回
理
事
会

を
開
催

令
和
８
年
度 

茨
城
県

身
体
障
害
者
福
祉
団
体

連
合
会 

第
１
回
理
事
会

を
開
催

　
令
和
８
年
５
月
29
日
（
金
）、
セ
キ

シ
ョ
ウ
・
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
福
祉

会
館
に
お
い
て
、
茨
城
県
身
体
障
害

者
福
祉
団
体
連
合
会
の
令
和
８
年
度

第
１
回
理
事
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
理
事
総
数
16
名
に
対
し
15
名
、
監

事
２
名
の
出
席
が
あ
り
、
荻
津
会
長

の
挨
拶
の
後
、
荻
津
会
長
を
議
長
と

し
て
議
事
に
入
り
ま
し
た
。

報
告
第
１
号

　代
表
理
事
等
の
職
務

執
行
状
況
報
告

　
事
務
局
か
ら
こ
れ
ま
で
の
職
務
執

行
状
況
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

第
１
号
議
案

　令
和
７
年
度
事
業
報

告
に
つ
い
て

第
２
号
議
案

　令
和
７
年
度
収
支
決

算
に
つ
い
て

　
両
議
案
を
一
括
し
て
事
務
局
か荻津和良会長

荻

　津

　和

　良

軍

　司

　有

　通

吉

　沢

　
　
　馨

米

　川

　正

　典

石

　津

　初

　美

村

　上

　克

　行

今

　井

　輝

　勝

坂

　場

　篤

　視

藤

　枝

　文

　江

葛

　野

　や
す
子

森

　住

　純

　一

鈴

　木

　隆

　雄

小

　林

　聖

　司

根

　本

　貴

　幸

軽

　部

　
　
　剛

前

　川

　吉

　秀

藤

　田

　賢

　司

稲

　田

　
　
　真

染

　谷

　秀

　樹

会

　
　長

副

会

長

　
〃

　

理

　
　事

　
〃

　

　
〃

　

　
〃

　

　
〃

　

　
〃

　

　
〃

　

　
〃

　

　
〃

　

　
〃

　

　
〃

　

　
〃

　

専
務
理
事

監

　
　事

　
〃

　

　
〃

　

令
和
８
年
度

役

　
　
　員

令
和
８
年
度

定
時
総
会
書
面
決
議

令
和
８
年
度

定
時
総
会
書
面
決
議

　
令
和
８
年
度
定
時
総
会
に
つ
い
て
、

６
月
８
日
（
月
）
に
書
面
に
よ
り
協
議

を
行
い
ま
し
た
。

第
１
号
議
案

　令
和
７
年
度
事
業
報

告
に
つ
い
て

第
２
号
議
案

　令
和
７
年
度
収
支
決

算
に
つ
い
て

第
３
号
議
案

　公
益
目
的
支
出
計
画

実
施
報
告
に
つ
い
て

　
以
上
の
議
案
に
対
し
て
、
６
月
19

日
（
金
）
ま
で
に
全
会
員
の
書
面
に

よ
る
同
意
を
得
て
、
提
案
の
と
お
り

総
会
の
決
議
が
あ
り
ま
し
た
。

ら
説
明
し
、
稲
田
監
事
の
監
査
結

果
報
告
の
後
、
満
場
一
致
で
原
案

ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
３
号
議
案

　公
益
目
的
支
出
計
画

実
施
報
告
に
つ
い
て

　
事
務
局
か
ら
説
明
の
後
、
満
場
一

致
で
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
４
号
議
案

　令
和
８
年
度
定
時
総

会
の
開
催
に
つ
い
て

　
事
務
局
か
ら
説
明
の
後
、
満
場
一

致
で
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
５
号
議
案

　参
与
の
選
任
に
つ
い
て

　
事
務
局
か
ら
説
明
の
後
、
満
場

一
致
で
原
案
ど
お
り
、
鈴
木
聡
幸

氏
（
前
専
務
理
事
兼
事
務
局
長
）

が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

デフリンピック応援イベント（10月）

耳の日手話まつり（3月）

敬老会（10月）
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令
和
８
年
度
役
員

会
　
　
長
　
　
吉
　
沢
　
　
　
馨

副 

会 

長
　
　
鈴
　
木
　
隆
　
雄

　  

〃 

　
　
　
染
　
谷
　
秀
　
樹

事
務
局
長
　
　
根
　
本
　
貴
　
幸

会
計
部
長
　
　
西
　
野
　
㆒
　
昭

理
　
　
事
　
　
安
　
　
　
大
　
地

　  

〃 

　
　
　
小
　
林
　
聖
　
司

　  

〃 

　
　
　
高
　
木
　
茂
　
晴

　  

〃 

　
　
　
小
田
部
　
憲
　
子

　  

〃 

　
　
　
軽
　
部
　
　
　
剛

　  

〃 

　
　
　
青
　
木
　
俊
　
彦

　  

〃 

　
　
　
上
　
田
　
和
　
英

　  

〃 

　
　
　
皆
　
川
　
雅
　
代

　  

〃 

　
　
　
宮
　
田
　
茂
　
樹

　  

〃 

　
　
　
菊
　
地
　
友
紀
子

体
育
部
長
　
　
大
　
内
　
㆒
　
義

高
齢
部
長
　
　
藤
　
枝
　
　
　
晃

女
性
部
長
　
　
豊
　
島
　
清
　
美

青
年
部
長
　
　
國
　
谷
　
流
　
輝

監
　
　
事
　
　
畠
　
山
　
和
　
子

　  

〃 

　
　
　
稲
　
岡
　
美
　
香

　
障
害
者
と
障
害
者
福
祉
の
活
動
に
携

わ
る
多
く
の
人
々
が
一
堂
に
集
い
、
障

害
者
の
自
立
と
自
主
性
を
確
立
し
、
積

極
的
に
地
域
に
お
け
る
自
立
生
活
と
社

会
参
加
促
進
を
図
る
た
め
、「
茨
城
県
障

害
者
福
祉
の
集
い
」
を
茨
城
県
及
び
茨

城
県
障
害
者
社
会
参
加
推
進
セ
ン
タ
ー

の
共
催
で
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

○
日
　
時
　
10
月
21
日
（
水
）

　
　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
か
ら

　
　
　
　
　（
受
付
12
時
30
分
〜
）

○
場
　
所
　
坂
東
市
民
音
楽
ホ
ー
ル

　
　
　
　
　
ベ
ル
フ
ォ
ー
レ

　
　
　
　
　
坂
東
市
岩
井
５
０
８
２

○
参
加
者

　
障
害
者
、
身
体
・
知
的
・
精
神
障
害

者
相
談
員
・
民
生
（
児
童
）
委
員
・
福

祉
団
体
等
の
関
係
者
、
一
般
県
民

○
内
　
容

　
講
　
演
　「
笑
い
と
元
気
が
と
り
も
つ

人
の
縁
」

　
講
　
師
　
古
今
亭
　
菊
千
代
　
氏

　
　
　
　
　（
落
語
家
）

○
問
い
合
わ
せ

　
茨
城
県
身
体
障
害
者
福
祉
団
体
連
合
会

　
T
E
L
　
０
２
９‒

２
４
１‒

８
２
９
５

　
F
A
X
　
０
２
９‒

２
４
３‒

７
４
９
０

『
令
和
８
年
度
障
害
者

福
祉
の
集
い
』
開
催
の

ご
案
内

講師　古今亭 菊千代 氏
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令
和
８
年
度

 

事
業
計
画

Ⅰ
基
本
方
針

　
国
に
お
い
て
は
、
全
て
の
国
民
が

障
害
の
有
無
に
よ
っ
て
分
け
隔
て
ら

れ
る
こ
と
な
く
、
相
互
に
人
格
と
個

性
を
尊
重
し
合
い
な
が
ら
共
生
す
る

社
会
の
実
現
に
向
け
、
第
５
次
障
害

者
基
本
計
画
に
即
し
て
、
障
害
者
の

自
立
及
び
社
会
参
加
の
支
援
等
の
た

め
の
施
策
の
総
合
的
か
つ
計
画
的
な

推
進
に
政
府
一
体
で
取
り
組
む
と
さ

れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
令
和
６
年
４
月
に
施
行
さ

れ
た
改
正
障
害
者
差
別
解
消
法
に
よ

り
、
事
業
者
に
よ
る
合
理
的
配
慮
の

提
供
が
義
務
化
さ
れ
、
国
・
地
方
公

共
団
体
相
互
の
連
携
強
化
や
障
害
を

理
由
と
す
る
差
別
を
解
消
す
る
た
め

の
支
援
措
置
の
強
化
が
講
じ
ら
れ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
茨
城
県
に
お
い
て
は
、「
ノ
ー
マ
ラ

イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」
と
「
完
全
参
加
」

と
い
う
基
本
理
念
の
も
と
、「
活
力
が

あ
り
、
県
民
が
日
本
一
幸
せ
な
県
づ

く
り
」
を
目
指
し
て
、
令
和
６
年
度

か
ら
令
和
11
年
度
ま
で
を
計
画
期
間

と
す
る
「
第
３
期
新
い
ば
ら
き
障
害

　
こ
の
四
月
か
ら
、
障
害
福
祉
課
長
に

就
任
い
た
し
ま
し
た
根
本
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
茨
城
県
身
体
障
害
者
福
祉
団
体
連
合

会
の
会
員
の
皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら
障
害

者
福
祉
の
向
上
に
多
大
な
ご
尽
力
を
賜

り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
貴
団
体
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

障
害
者
社
会
参
加
推
進
セ
ン
タ
ー
や
福
祉

バ
ス
の
運
営
、
相
談
員
研
修
な
ど
多
岐
に

わ
た
る
事
業
を
通
じ
、
本
県
の
福
祉
行

政
を
力
強
く
支
え
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
こ
と
に
、
重
ね
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
本
県
の
障
害
者
福
祉
施
策
は
、

「
第
３
期
新
い
ば
ら
き
障
害
者
プ
ラ
ン
」

に
基
づ
き
、「
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」

と
「
完
全
参
加
」
を
基
本
理
念
に
、
権

利
擁
護
の
推
進
や
就
労
機
会
の
拡
大
、

文
化
芸
術
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
充
実
な

ど
、
総
合
的
な
施
策
を
推
進
し
て
お
り

ま
す
。

　
そ
の
取
組
の
一
環
と
し
て
、
就
労
機
会

の
拡
大
に
向
け
、「
茨
城
県
共
同
受
発
注

セ
ン
タ
ー
」
を
中
心
に
農
福
連
携
等
に
よ

る
工
賃
向
上
に
取
り
組
む
ほ
か
、
今
年

度
か
ら
は
、
実
績
が
優
れ
た
事
業
所
の
認

証
や
、
特
色
あ
る
取
組
み
を
表
彰
す
る

制
度
を
新
た
に
開
始
い
た
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
皆
様
の
社
会
参
加
を
支
え
る

「
障
害
者
福
祉
バ
ス
事
業
」
に
つ
い
て
は
、

本
年
度
、
車
両
更
新
に
向
け
た
支
援
を

行
い
ま
す
。
現
在
の
車
両
の
老
朽
化
に
伴

い
、安
全
な
移
動
手
段
を
確
保
す
る
た
め
、

県
と
し
て
購
入
費
用
の
補
助
を
実
施
い
た

し
ま
す
。

　
新
た
な
車
両
は
仕
様
を
見
直
し
、
車

い
す
の
ま
ま
ス
ム
ー
ズ
に
乗
降
で
き
る「
リ

フ
ト
付
き
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
」
を
導
入
す
る

予
定
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
車
い
す
を
ご

利
用
の
方
も
、
よ
り
安
全
に
研
修
会
や

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
等
へ
参
加
い
た
だ

け
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
新
車
両

が
、
皆
様
の
幅
広
い
活
動
や
交
流
を
支
え

る
大
切
な
移
動
手
段
と
し
て
、
活
用
さ

れ
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
本
年
度
は
当
該
プ
ラ
ン
の
中
間
見
直

し
の
時
期
に
あ
た
り
ま
す
。
社
会
情
勢
の

変
化
や
皆
様
の
ご
意
見
を
丁
寧
に
伺
い
、

よ
り
実
効
性
の
高
い
施
策
と
な
る
よ
う

見
直
し
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
県
で
は
、
引
き
続
き
、
障
害
の
あ
る

方
や
ご
家
族
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
地

域
づ
く
り
に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
一
層
の
ご
理
解
・
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
連
合
会
の
ま
す
ま
す
の
ご
発

展
を
心
よ
り
祈
念
し
、
挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

者
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、
引
き
続
き

障
害
福
祉
施
策
の
総
合
的
な
推
進
が

図
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
本
会
と
し
て
は
、
会
員
団
体
や
身

体
障
害
者
相
談
員
、
障
害
者
福
祉
関

係
者
等
と
連
携
し
て
、
共
生
社
会
実

現
に
関
す
る
研
修
会
の
開
催
や
国
等

の
障
害
者
福
祉
制
度
等
に
係
る
情
報

提
供
を
行
っ
て
い
く
ほ
か
、
よ
り
多

く
の
障
害
者
の
社
会
参
加
を
促
進
す

る
た
め
障
害
者
福
祉
バ
ス
事
業
を
円

滑
に
行
っ
て
い
く
な
ど
、
厳
し
い
財

政
状
況
の
中
に
お
い
て
効
率
的
な
会

運
営
に
取
り
組
み
、
身
体
障
害
者
の

生
活
の
安
定
と
社
会
参
加
の
促
進
に

寄
与
す
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

　
さ
ら
に
、Ｉ
Ｔ
な
ど
の
新
た
な
手
法

を
上
手
に
活
用
し
な
が
ら
、
社
会
福

祉
法
人
日
本
身
体
障
害
者
団
体
連
合

会
（
以
下
「
日
身
連
」
と
い
う
。）
や

茨
城
県
、
市
町
村
等
と
の
連
携
を
密

に
し
、
国
県
等
の
動
向
に
関
す
る
情

報
収
集
に
努
め
て
い
く
。
ま
た
、
会

員
団
体
及
び
日
身
連
加
盟
団
体
等
と

の
情
報
交
換
や
意
見
交
換
を
積
極
的

に
行
い
、
共
生
社
会
を
目
指
す
た
め

の
施
策
が
一
層
充
実
す
る
よ
う
国
県

等
に
働
き
か
け
て
い
く
。

Ⅱ
事
業
計
画

１
．
障
害
者
福
祉
バ
ス
運
営
事
業

　
よ
り
多
く
の
障
害
者
の
社
会
参
加

を
促
進
す
る
た
め
、
事
業
の
啓
発
を

行
う
と
と
も
に
、
円
滑
か
つ
適
切
な

運
営
を
行
う
よ
う
安
全
運
転
管
理
に

努
め
事
業
者
の
指
導
を
行
う
。
な
お
、

老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
車
両
に
つ
い

て
、
事
業
継
続
が
図
ら
れ
る
よ
う
県

の
支
援
を
受
け
な
が
ら
車
両
更
新
等

に
係
る
調
整
を
進
め
る
。

２
．
身
体
障
害
者
福
祉
活
動
推
進
事
業

⑴
福
祉
活
動
推
進
事
業

　
障
害
者
に
対
す
る
生
活
、
医
療
、

就
労
及
び
年
金
な
ど
の
各
種
情
報
の

収
集
・
提
供
を
行
う
と
と
も
に
、
関

係
機
関
等
と
連
携
し
、
障
害
者
の
自

立
と
社
会
参
加
に
向
け
た
問
題
の
解

決
に
努
め
る
。

⑵
福
祉
Ｆ
Ａ
Ｘ
設
置
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
活
用
事
業

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通

じ
て
、
障
害
者
の
日
常
生
活
や
就
労

な
ど
に
関
す
る
情
報
や
国
の
制
度
改

正
に
関
す
る
情
報
な
ど
の
収
集
・
提

供
を
行
う
ほ
か
、
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議

や
電
子
メ
ー
ル
な
ど
を
活
用
し
て
県

等
関
係
機
関
や
団
体
等
と
の
連
絡
や

情
報
交
換
を
行
う
。

⑶
広
報
事
業

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
活
用
し
て
お
知
ら
せ
等
の
情
報

発
信
を
行
う
。

　
ま
た
、
機
関
紙
『
い
は
ら
き
身
障
福

祉
』
を
年
２
回
発
行
し
、
会
員
団
体
を

は
じ
め
市
町
村
や
関
係
機
関
・
団
体
に

広
く
配
布
し
、
障
害
者
福
祉
制
度
等
の

動
向
や
本
会
の
活
動
状
況
等
に
関
す
る

広
報
に
努
め
、
障
害
者
施
策
の
周
知
・

啓
発
を
図
る
。（
機
関
紙
の
主
た
る
財

源･･･

共
同
募
金
配
分
金
）

３
．
身
体
障
害
者
福
祉
団
体
運
営
費
補

助
事
業

　
本
会
加
盟
三
団
体
に
対
し
各
団
体
の

独
自
事
業
の
推
進
に
資
す
る
た
め
、
運

営
費
（
事
業
費
）
補
助
金
を
交
付
す
る
。

　
１
団
体  

4
5
7
，
０
０
０
円
補
助

４
．
障
害
者
社
会
参
加
推
進
セ
ン
タ
ー

運
営
事
業

　
誰
も
が
安
心
し
て
明
る
い
生
活
の

で
き
る
地
域
社
会
の
実
現
に
向
け
、

関
係
機
関
や
団
体
が
一
体
と
な
っ
た

障
害
者
社
会
参
加
推
進
セ
ン
タ
ー
を

運
営
し
、
障
害
者
の
自
立
と
社
会
参

加
へ
の
意
識
の
高
揚
を
図
る
た
め
、

次
の
事
業
を
行
う
。

①
障
害
者
社
会
参
加
推
進
協
議
会
　

　
第
１
回
：
令
和
８
年
６
月
16
日（
火
）

　
第
２
回
：
令
和
９
年
３
月
２
日（
火
）

②
障
害
者
福
祉
の
集
い

・
開
催
日
　
令
和
８
年
10
月
21
日（
水
）

・
場
　
所
　
坂
東
市
民
音
楽
ホ
ー
ル

ベ
ル
フ
ォ
ー
レ

・
講
　
演
　
古
今
亭  

菊
千
代  

氏

（
落
語
家
）

　
　
　
　
　「
笑
い
と
元
気
が
と
り

も
つ
人
の
縁
」

③
障
害
者
福
祉
団
体
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

・
開
催
日
　
令
和
９
年
２
月
10
日
（
水
）

・
場
　
所
　
セ
キ
シ
ョ
ウ
・
ウ
ェ
ル

ビ
ー
イ
ン
グ
福
祉
会
館

・
内
　
容
　
未
定

④
障
害
者
週
間
啓
発
事
業

・
障
害
者
週
間

　
　
12
月
３
日（
木
）〜
９
日（
水
）

・
事
業
内
容

　
　
　
セ
キ
シ
ョ
ウ
・
ウ
ェ
ル
ビ
ー

イ
ン
グ
福
祉
会
館
出
入
口
に

「
や
さ
し
さ
を
行
動
に
」
の

立
看
板
掲
出
・
懸
垂
幕
掲
揚
、

県
主
催
啓
発
事
業
へ
の
参
画

５
．
関
係
障
害
者
福
祉
団
体
等
連
携
事
業

⑴
日
身
連
が
開
催
す
る
大
会
等
や
関

東
甲
信
越
静
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
主
催

の
会
議
へ
の
参
加
等

①
第
71
回
日
本
身
体
障
害
者
福
祉
大

会
せ
ん
だ
い
大
会

・
６
月
17
日
（
水
）
〜
18
日
（
木
）

・
福
祉
大
会

・
日
身
連
会
長
表
彰
（
永
年
功
労

表
彰
）

②
日
身
連
関
東
甲
信
越
静
ブ
ロ
ッ
ク

協
議
会

◆
団
体
長
会
議

・
開
催
団
体
　
神
奈
川
県
身
体
障

害
者
連
合
会
（
６
／
９
〜
10
）

◆
代
表
者
会
議

・
開
催
団
体
　
栃
木
県
身
体
障
害
者

福
祉
会
連
合
会
（
11
／
12
〜
13
）

◆
身
体
障
害
者
相
談
員
研
修
会

　
　
開
催
団
体 

長
野
県
身
体
障
害
者
福
祉

　
　
　
　
　 

協
会

日
　
時
　
７
月
31
日
（
金
）

場
　
所
　
ホ
ク
ト
文
化
ホ
ー
ル

　
　
　
　
　
　 （
長
野
県
長
野
市
）

講
　
師
　
長
野
メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　
　
　
研
究
所
代
表

　
　
　
　
　
　
　  

依
田 

哲
郎 

氏

内
　
容
　「
障
害
者
の
生
活
と
イ
ン

 

　
　
　
　
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
」

⑵
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
等
の
激
励
等

　
青
森
県
で
開
催
さ
れ
る
全
国
障
害

者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
参
加
す
る
本
県

選
手
団
に
対
す
る
激
励
や
応
援
等
を

行
う
。

　
ま
た
、
茨
城
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ

大
会
に
出
席
し
、
参
加
選
手
へ
の
激

励
と
応
援
等
を
行
う
。

６
．
相
談
員
活
動
強
化
事
業

　
地
域
生
活
を
営
む
障
害
者
の
抱
え
る

悩
み
な
ど
の
相
談
を
受
け
る
「
身
体
障

害
者
相
談
員
」
の
資
質
の
向
上
と
相
談

員
相
互
の
一
層
の
連
携
を
図
る
た
め
、

茨
城
県
身
体
障
害
者
相
談
員
連
絡
協
議

会
と
共
催
で
、
中
央
研
修
会
、
地
区
研

修
会
を
開
催
し
、
地
域
で
の
相
談
員
活

動
の
活
性
化
を
図
る
。

⑴
身
体
障
害
者
相
談
員
中
央
研
修
会

　
令
和
８
年
７
月
24
日
（
金
）、
セ
キ

シ
ョ
ウ
・
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
福
祉

会
館
に
お
い
て
中
央
研
修
会
が
開
催

さ
れ
、１
０
５
名（
う
ち
相
談
員
60
名
）

の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　
研
修
に
先
立
ち
、
根
本
泰
諭
県
障

害
福
祉
課
長
、
荻
津
和
良
会
長
か
ら

挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

〇
研
修
内
容
（
第
一
部
）

「
高
次
脳
機
能
障
害
に
つ
い
て
」

　
茨
城
県
高
次
脳
機
能
障
害
支
援
セ

新
任
の
ご
あ
い
さ
つ

茨
城
県
福
祉
部
障
害
福
祉
課
長

　

根
本

　泰
諭

ン
タ
ー
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の

田
中
雅
明
氏
、
関
根
春
香
氏
を
講
師

に
、
高
次
脳
機
能
障
害
支
援
セ
ン
タ
ー

の
紹
介
や
、
高
次
脳
機
能
障
害
の
概

要
と
対
応
方
法
等
に
つ
い
て
の
講
演

が
あ
り
、
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

〇
研
修
内
容
（
第
二
部
）

「
下
妻
市
身
体
障
害
者
相
談
員
の
活
動

に
つ
い
て
」

　
下
妻
市
福
祉
課
大
月
貴
志
課
長
補

佐
、
横
瀬
千
聡
主
事
、
服
部
佳
子
相

談
員
を
講
師
に
、
下
妻
市
に
お
け
る

相
談
員
の
運
用
体
制
・
活
動
実
績
や
、

相
談
事
例
に
つ
い
て
の
講
演
が
あ
り
、

質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

⑵
身
体
障
害
者
相
談
員
地
区
研
修
会

　
◆
県
央
・
鹿
行
・
県
南
地
区

・
開
催
日
　
９
月
１
日
（
火
）

・
場
　
所
　
セ
キ
シ
ョ
ウ
・
ウ
ェ
ル

　
　
　
　
　
ビ
ー
イ
ン
グ
福
祉
会
館

◆
県
北
・
県
西
地
区

　
・
開
催
日
　
９
月
18
日
（
金
）

・
場
　
所
　
セ
キ
シ
ョ
ウ
・
ウ
ェ
ル

　
　
　
　
　
ビ
ー
イ
ン
グ
福
祉
会
館

７
．
要
望
活
動

　
身
体
障
害
者
福
祉
施
策
の
充
実
を

図
る
た
め
、
会
員
団
体
の
意
向
を
踏

ま
え
、
国
に
対
し
て
は
日
身
連
を
通

じ
て
、
ま
た
、
県
に
対
し
て
は
県
域

の
福
祉
団
体
で
構
成
す
る
茨
城
県
社

会
福
祉
予
算
対
策
委
員
会
を
通
じ
て
、

要
望
活
動
を
行
う
。

８
．
そ
の
他

⑴
会
議
の
開
催

　
・
監
　
査
　
５
月
15
日
（
金
）

　
・
理
事
会

　
　
第
１
回
　
５
月
29
日
（
金
）

　
　
第
２
回
　
令
和
９
年
３
月

　
・
総
　
会
　
６
月
８
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　  （
書
面
決
議
）

⑵
事
務
局
体
制

　
３
名
体
制
（
事
務
局
長
、
嘱
託
職

員
２
名
）
で
執
行
す
る
。

懸垂幕「やさしさを行動に」

団体長会議
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事
業
計
画

Ⅰ
基
本
方
針

　
国
に
お
い
て
は
、
全
て
の
国
民
が

障
害
の
有
無
に
よ
っ
て
分
け
隔
て
ら

れ
る
こ
と
な
く
、
相
互
に
人
格
と
個

性
を
尊
重
し
合
い
な
が
ら
共
生
す
る

社
会
の
実
現
に
向
け
、
第
５
次
障
害

者
基
本
計
画
に
即
し
て
、
障
害
者
の

自
立
及
び
社
会
参
加
の
支
援
等
の
た

め
の
施
策
の
総
合
的
か
つ
計
画
的
な

推
進
に
政
府
一
体
で
取
り
組
む
と
さ

れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
令
和
６
年
４
月
に
施
行
さ

れ
た
改
正
障
害
者
差
別
解
消
法
に
よ

り
、
事
業
者
に
よ
る
合
理
的
配
慮
の

提
供
が
義
務
化
さ
れ
、
国
・
地
方
公

共
団
体
相
互
の
連
携
強
化
や
障
害
を

理
由
と
す
る
差
別
を
解
消
す
る
た
め

の
支
援
措
置
の
強
化
が
講
じ
ら
れ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
茨
城
県
に
お
い
て
は
、「
ノ
ー
マ
ラ

イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」
と
「
完
全
参
加
」

と
い
う
基
本
理
念
の
も
と
、「
活
力
が

あ
り
、
県
民
が
日
本
一
幸
せ
な
県
づ

く
り
」
を
目
指
し
て
、
令
和
６
年
度

か
ら
令
和
11
年
度
ま
で
を
計
画
期
間

と
す
る
「
第
３
期
新
い
ば
ら
き
障
害

　
こ
の
四
月
か
ら
、
障
害
福
祉
課
長
に

就
任
い
た
し
ま
し
た
根
本
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
茨
城
県
身
体
障
害
者
福
祉
団
体
連
合

会
の
会
員
の
皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら
障
害

者
福
祉
の
向
上
に
多
大
な
ご
尽
力
を
賜

り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
貴
団
体
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

障
害
者
社
会
参
加
推
進
セ
ン
タ
ー
や
福
祉

バ
ス
の
運
営
、
相
談
員
研
修
な
ど
多
岐
に

わ
た
る
事
業
を
通
じ
、
本
県
の
福
祉
行

政
を
力
強
く
支
え
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
こ
と
に
、
重
ね
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
本
県
の
障
害
者
福
祉
施
策
は
、

「
第
３
期
新
い
ば
ら
き
障
害
者
プ
ラ
ン
」

に
基
づ
き
、「
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」

と
「
完
全
参
加
」
を
基
本
理
念
に
、
権

利
擁
護
の
推
進
や
就
労
機
会
の
拡
大
、

文
化
芸
術
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
充
実
な

ど
、
総
合
的
な
施
策
を
推
進
し
て
お
り

ま
す
。

　
そ
の
取
組
の
一
環
と
し
て
、
就
労
機
会

の
拡
大
に
向
け
、「
茨
城
県
共
同
受
発
注

セ
ン
タ
ー
」
を
中
心
に
農
福
連
携
等
に
よ

る
工
賃
向
上
に
取
り
組
む
ほ
か
、
今
年

度
か
ら
は
、
実
績
が
優
れ
た
事
業
所
の
認

証
や
、
特
色
あ
る
取
組
み
を
表
彰
す
る

制
度
を
新
た
に
開
始
い
た
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
皆
様
の
社
会
参
加
を
支
え
る

「
障
害
者
福
祉
バ
ス
事
業
」
に
つ
い
て
は
、

本
年
度
、
車
両
更
新
に
向
け
た
支
援
を

行
い
ま
す
。
現
在
の
車
両
の
老
朽
化
に
伴

い
、安
全
な
移
動
手
段
を
確
保
す
る
た
め
、

県
と
し
て
購
入
費
用
の
補
助
を
実
施
い
た

し
ま
す
。

　
新
た
な
車
両
は
仕
様
を
見
直
し
、
車

い
す
の
ま
ま
ス
ム
ー
ズ
に
乗
降
で
き
る「
リ

フ
ト
付
き
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
」
を
導
入
す
る

予
定
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
車
い
す
を
ご

利
用
の
方
も
、
よ
り
安
全
に
研
修
会
や

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
等
へ
参
加
い
た
だ

け
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
新
車
両

が
、
皆
様
の
幅
広
い
活
動
や
交
流
を
支
え

る
大
切
な
移
動
手
段
と
し
て
、
活
用
さ

れ
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
本
年
度
は
当
該
プ
ラ
ン
の
中
間
見
直

し
の
時
期
に
あ
た
り
ま
す
。
社
会
情
勢
の

変
化
や
皆
様
の
ご
意
見
を
丁
寧
に
伺
い
、

よ
り
実
効
性
の
高
い
施
策
と
な
る
よ
う

見
直
し
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
県
で
は
、
引
き
続
き
、
障
害
の
あ
る

方
や
ご
家
族
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
地

域
づ
く
り
に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
一
層
の
ご
理
解
・
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
連
合
会
の
ま
す
ま
す
の
ご
発

展
を
心
よ
り
祈
念
し
、
挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

者
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、
引
き
続
き

障
害
福
祉
施
策
の
総
合
的
な
推
進
が

図
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
本
会
と
し
て
は
、
会
員
団
体
や
身

体
障
害
者
相
談
員
、
障
害
者
福
祉
関

係
者
等
と
連
携
し
て
、
共
生
社
会
実

現
に
関
す
る
研
修
会
の
開
催
や
国
等

の
障
害
者
福
祉
制
度
等
に
係
る
情
報

提
供
を
行
っ
て
い
く
ほ
か
、
よ
り
多

く
の
障
害
者
の
社
会
参
加
を
促
進
す

る
た
め
障
害
者
福
祉
バ
ス
事
業
を
円

滑
に
行
っ
て
い
く
な
ど
、
厳
し
い
財

政
状
況
の
中
に
お
い
て
効
率
的
な
会

運
営
に
取
り
組
み
、
身
体
障
害
者
の

生
活
の
安
定
と
社
会
参
加
の
促
進
に

寄
与
す
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

　
さ
ら
に
、Ｉ
Ｔ
な
ど
の
新
た
な
手
法

を
上
手
に
活
用
し
な
が
ら
、
社
会
福

祉
法
人
日
本
身
体
障
害
者
団
体
連
合

会
（
以
下
「
日
身
連
」
と
い
う
。）
や

茨
城
県
、
市
町
村
等
と
の
連
携
を
密

に
し
、
国
県
等
の
動
向
に
関
す
る
情

報
収
集
に
努
め
て
い
く
。
ま
た
、
会

員
団
体
及
び
日
身
連
加
盟
団
体
等
と

の
情
報
交
換
や
意
見
交
換
を
積
極
的

に
行
い
、
共
生
社
会
を
目
指
す
た
め

の
施
策
が
一
層
充
実
す
る
よ
う
国
県

等
に
働
き
か
け
て
い
く
。

Ⅱ
事
業
計
画

１
．
障
害
者
福
祉
バ
ス
運
営
事
業

　
よ
り
多
く
の
障
害
者
の
社
会
参
加

を
促
進
す
る
た
め
、
事
業
の
啓
発
を

行
う
と
と
も
に
、
円
滑
か
つ
適
切
な

運
営
を
行
う
よ
う
安
全
運
転
管
理
に

努
め
事
業
者
の
指
導
を
行
う
。
な
お
、

老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
車
両
に
つ
い

て
、
事
業
継
続
が
図
ら
れ
る
よ
う
県

の
支
援
を
受
け
な
が
ら
車
両
更
新
等

に
係
る
調
整
を
進
め
る
。

２
．
身
体
障
害
者
福
祉
活
動
推
進
事
業

⑴
福
祉
活
動
推
進
事
業

　
障
害
者
に
対
す
る
生
活
、
医
療
、

就
労
及
び
年
金
な
ど
の
各
種
情
報
の

収
集
・
提
供
を
行
う
と
と
も
に
、
関

係
機
関
等
と
連
携
し
、
障
害
者
の
自

立
と
社
会
参
加
に
向
け
た
問
題
の
解

決
に
努
め
る
。

⑵
福
祉
Ｆ
Ａ
Ｘ
設
置
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
活
用
事
業

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通

じ
て
、
障
害
者
の
日
常
生
活
や
就
労

な
ど
に
関
す
る
情
報
や
国
の
制
度
改

正
に
関
す
る
情
報
な
ど
の
収
集
・
提

供
を
行
う
ほ
か
、
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議

や
電
子
メ
ー
ル
な
ど
を
活
用
し
て
県

等
関
係
機
関
や
団
体
等
と
の
連
絡
や

情
報
交
換
を
行
う
。

⑶
広
報
事
業

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
活
用
し
て
お
知
ら
せ
等
の
情
報

発
信
を
行
う
。

　
ま
た
、
機
関
紙
『
い
は
ら
き
身
障
福

祉
』
を
年
２
回
発
行
し
、
会
員
団
体
を

は
じ
め
市
町
村
や
関
係
機
関
・
団
体
に

広
く
配
布
し
、
障
害
者
福
祉
制
度
等
の

動
向
や
本
会
の
活
動
状
況
等
に
関
す
る

広
報
に
努
め
、
障
害
者
施
策
の
周
知
・

啓
発
を
図
る
。（
機
関
紙
の
主
た
る
財

源･･･

共
同
募
金
配
分
金
）

３
．
身
体
障
害
者
福
祉
団
体
運
営
費
補

助
事
業

　
本
会
加
盟
三
団
体
に
対
し
各
団
体
の

独
自
事
業
の
推
進
に
資
す
る
た
め
、
運

営
費
（
事
業
費
）
補
助
金
を
交
付
す
る
。

　
１
団
体  

4
5
7
，
０
０
０
円
補
助

４
．
障
害
者
社
会
参
加
推
進
セ
ン
タ
ー

運
営
事
業

　
誰
も
が
安
心
し
て
明
る
い
生
活
の

で
き
る
地
域
社
会
の
実
現
に
向
け
、

関
係
機
関
や
団
体
が
一
体
と
な
っ
た

障
害
者
社
会
参
加
推
進
セ
ン
タ
ー
を

運
営
し
、
障
害
者
の
自
立
と
社
会
参

加
へ
の
意
識
の
高
揚
を
図
る
た
め
、

次
の
事
業
を
行
う
。

①
障
害
者
社
会
参
加
推
進
協
議
会
　

　
第
１
回
：
令
和
８
年
６
月
16
日（
火
）

　
第
２
回
：
令
和
９
年
３
月
２
日（
火
）

②
障
害
者
福
祉
の
集
い

・
開
催
日
　
令
和
８
年
10
月
21
日（
水
）

・
場
　
所
　
坂
東
市
民
音
楽
ホ
ー
ル

ベ
ル
フ
ォ
ー
レ

・
講
　
演
　
古
今
亭  

菊
千
代  

氏

（
落
語
家
）

　
　
　
　
　「
笑
い
と
元
気
が
と
り

も
つ
人
の
縁
」

③
障
害
者
福
祉
団
体
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

・
開
催
日
　
令
和
９
年
２
月
10
日
（
水
）

・
場
　
所
　
セ
キ
シ
ョ
ウ
・
ウ
ェ
ル

ビ
ー
イ
ン
グ
福
祉
会
館

・
内
　
容
　
未
定

④
障
害
者
週
間
啓
発
事
業

・
障
害
者
週
間

　
　
12
月
３
日（
木
）〜
９
日（
水
）

・
事
業
内
容

　
　
　
セ
キ
シ
ョ
ウ
・
ウ
ェ
ル
ビ
ー

イ
ン
グ
福
祉
会
館
出
入
口
に

「
や
さ
し
さ
を
行
動
に
」
の

立
看
板
掲
出
・
懸
垂
幕
掲
揚
、

県
主
催
啓
発
事
業
へ
の
参
画

５
．
関
係
障
害
者
福
祉
団
体
等
連
携
事
業

⑴
日
身
連
が
開
催
す
る
大
会
等
や
関

東
甲
信
越
静
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
主
催

の
会
議
へ
の
参
加
等

①
第
71
回
日
本
身
体
障
害
者
福
祉
大

会
せ
ん
だ
い
大
会

・
６
月
17
日
（
水
）
〜
18
日
（
木
）

・
福
祉
大
会

・
日
身
連
会
長
表
彰
（
永
年
功
労

表
彰
）

②
日
身
連
関
東
甲
信
越
静
ブ
ロ
ッ
ク

協
議
会

◆
団
体
長
会
議

・
開
催
団
体
　
神
奈
川
県
身
体
障

害
者
連
合
会
（
６
／
９
〜
10
）

◆
代
表
者
会
議

・
開
催
団
体
　
栃
木
県
身
体
障
害
者

福
祉
会
連
合
会
（
11
／
12
〜
13
）

◆
身
体
障
害
者
相
談
員
研
修
会

　
　
開
催
団
体 

長
野
県
身
体
障
害
者
福
祉

　
　
　
　
　 

協
会

日
　
時
　
７
月
31
日
（
金
）

場
　
所
　
ホ
ク
ト
文
化
ホ
ー
ル

　
　
　
　
　
　 （
長
野
県
長
野
市
）

講
　
師
　
長
野
メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　
　
　
研
究
所
代
表

　
　
　
　
　
　
　  

依
田 

哲
郎 

氏

内
　
容
　「
障
害
者
の
生
活
と
イ
ン

 

　
　
　
　
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
」

⑵
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
等
の
激
励
等

　
青
森
県
で
開
催
さ
れ
る
全
国
障
害

者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
参
加
す
る
本
県

選
手
団
に
対
す
る
激
励
や
応
援
等
を

行
う
。

　
ま
た
、
茨
城
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ

大
会
に
出
席
し
、
参
加
選
手
へ
の
激

励
と
応
援
等
を
行
う
。

６
．
相
談
員
活
動
強
化
事
業

　
地
域
生
活
を
営
む
障
害
者
の
抱
え
る

悩
み
な
ど
の
相
談
を
受
け
る
「
身
体
障

害
者
相
談
員
」
の
資
質
の
向
上
と
相
談

員
相
互
の
一
層
の
連
携
を
図
る
た
め
、

茨
城
県
身
体
障
害
者
相
談
員
連
絡
協
議

会
と
共
催
で
、
中
央
研
修
会
、
地
区
研

修
会
を
開
催
し
、
地
域
で
の
相
談
員
活

動
の
活
性
化
を
図
る
。

⑴
身
体
障
害
者
相
談
員
中
央
研
修
会

　
令
和
８
年
７
月
24
日
（
金
）、
セ
キ

シ
ョ
ウ
・
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
福
祉

会
館
に
お
い
て
中
央
研
修
会
が
開
催

さ
れ
、１
０
５
名（
う
ち
相
談
員
60
名
）

の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　
研
修
に
先
立
ち
、
根
本
泰
諭
県
障

害
福
祉
課
長
、
荻
津
和
良
会
長
か
ら

挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

〇
研
修
内
容
（
第
一
部
）

「
高
次
脳
機
能
障
害
に
つ
い
て
」

　
茨
城
県
高
次
脳
機
能
障
害
支
援
セ

新
任
の
ご
あ
い
さ
つ

茨
城
県
福
祉
部
障
害
福
祉
課
長

　

根
本

　泰
諭

ン
タ
ー
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の

田
中
雅
明
氏
、
関
根
春
香
氏
を
講
師

に
、
高
次
脳
機
能
障
害
支
援
セ
ン
タ
ー

の
紹
介
や
、
高
次
脳
機
能
障
害
の
概

要
と
対
応
方
法
等
に
つ
い
て
の
講
演

が
あ
り
、
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

〇
研
修
内
容
（
第
二
部
）

「
下
妻
市
身
体
障
害
者
相
談
員
の
活
動

に
つ
い
て
」

　
下
妻
市
福
祉
課
大
月
貴
志
課
長
補

佐
、
横
瀬
千
聡
主
事
、
服
部
佳
子
相

談
員
を
講
師
に
、
下
妻
市
に
お
け
る

相
談
員
の
運
用
体
制
・
活
動
実
績
や
、

相
談
事
例
に
つ
い
て
の
講
演
が
あ
り
、

質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

⑵
身
体
障
害
者
相
談
員
地
区
研
修
会

　
◆
県
央
・
鹿
行
・
県
南
地
区

・
開
催
日
　
９
月
１
日
（
火
）

・
場
　
所
　
セ
キ
シ
ョ
ウ
・
ウ
ェ
ル

　
　
　
　
　
ビ
ー
イ
ン
グ
福
祉
会
館

◆
県
北
・
県
西
地
区

　
・
開
催
日
　
９
月
18
日
（
金
）

・
場
　
所
　
セ
キ
シ
ョ
ウ
・
ウ
ェ
ル

　
　
　
　
　
ビ
ー
イ
ン
グ
福
祉
会
館

７
．
要
望
活
動

　
身
体
障
害
者
福
祉
施
策
の
充
実
を

図
る
た
め
、
会
員
団
体
の
意
向
を
踏

ま
え
、
国
に
対
し
て
は
日
身
連
を
通

じ
て
、
ま
た
、
県
に
対
し
て
は
県
域

の
福
祉
団
体
で
構
成
す
る
茨
城
県
社

会
福
祉
予
算
対
策
委
員
会
を
通
じ
て
、

要
望
活
動
を
行
う
。

８
．
そ
の
他

⑴
会
議
の
開
催

　
・
監
　
査
　
５
月
15
日
（
金
）

　
・
理
事
会

　
　
第
１
回
　
５
月
29
日
（
金
）

　
　
第
２
回
　
令
和
９
年
３
月

　
・
総
　
会
　
６
月
８
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　  （
書
面
決
議
）

⑵
事
務
局
体
制

　
３
名
体
制
（
事
務
局
長
、
嘱
託
職

員
２
名
）
で
執
行
す
る
。

懸垂幕「やさしさを行動に」

団体長会議
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令和８年度収支予算

Ⅰ
基
本
方
針

　
国
に
お
い
て
は
、
全
て
の
国
民
が

障
害
の
有
無
に
よ
っ
て
分
け
隔
て
ら

れ
る
こ
と
な
く
、
相
互
に
人
格
と
個

性
を
尊
重
し
合
い
な
が
ら
共
生
す
る

社
会
の
実
現
に
向
け
、
第
５
次
障
害

者
基
本
計
画
に
即
し
て
、
障
害
者
の

自
立
及
び
社
会
参
加
の
支
援
等
の
た

め
の
施
策
の
総
合
的
か
つ
計
画
的
な

推
進
に
政
府
一
体
で
取
り
組
む
と
さ

れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
令
和
６
年
４
月
に
施
行
さ

れ
た
改
正
障
害
者
差
別
解
消
法
に
よ

り
、
事
業
者
に
よ
る
合
理
的
配
慮
の

提
供
が
義
務
化
さ
れ
、
国
・
地
方
公

共
団
体
相
互
の
連
携
強
化
や
障
害
を

理
由
と
す
る
差
別
を
解
消
す
る
た
め

の
支
援
措
置
の
強
化
が
講
じ
ら
れ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
茨
城
県
に
お
い
て
は
、「
ノ
ー
マ
ラ

イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」
と
「
完
全
参
加
」

と
い
う
基
本
理
念
の
も
と
、「
活
力
が

あ
り
、
県
民
が
日
本
一
幸
せ
な
県
づ

く
り
」
を
目
指
し
て
、
令
和
６
年
度

か
ら
令
和
11
年
度
ま
で
を
計
画
期
間

と
す
る
「
第
３
期
新
い
ば
ら
き
障
害

令和8年4月１日から令和9年3月31日

者
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、
引
き
続
き

障
害
福
祉
施
策
の
総
合
的
な
推
進
が

図
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
本
会
と
し
て
は
、
会
員
団
体
や
身

体
障
害
者
相
談
員
、
障
害
者
福
祉
関

係
者
等
と
連
携
し
て
、
共
生
社
会
実

現
に
関
す
る
研
修
会
の
開
催
や
国
等

の
障
害
者
福
祉
制
度
等
に
係
る
情
報

提
供
を
行
っ
て
い
く
ほ
か
、
よ
り
多

く
の
障
害
者
の
社
会
参
加
を
促
進
す

る
た
め
障
害
者
福
祉
バ
ス
事
業
を
円

滑
に
行
っ
て
い
く
な
ど
、
厳
し
い
財

政
状
況
の
中
に
お
い
て
効
率
的
な
会

運
営
に
取
り
組
み
、
身
体
障
害
者
の

生
活
の
安
定
と
社
会
参
加
の
促
進
に

寄
与
す
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

　
さ
ら
に
、Ｉ
Ｔ
な
ど
の
新
た
な
手
法

を
上
手
に
活
用
し
な
が
ら
、
社
会
福

祉
法
人
日
本
身
体
障
害
者
団
体
連
合

会
（
以
下
「
日
身
連
」
と
い
う
。）
や

茨
城
県
、
市
町
村
等
と
の
連
携
を
密

に
し
、
国
県
等
の
動
向
に
関
す
る
情

報
収
集
に
努
め
て
い
く
。
ま
た
、
会

員
団
体
及
び
日
身
連
加
盟
団
体
等
と

の
情
報
交
換
や
意
見
交
換
を
積
極
的

に
行
い
、
共
生
社
会
を
目
指
す
た
め

の
施
策
が
一
層
充
実
す
る
よ
う
国
県

等
に
働
き
か
け
て
い
く
。

Ⅱ
事
業
計
画

１
．
障
害
者
福
祉
バ
ス
運
営
事
業

　
よ
り
多
く
の
障
害
者
の
社
会
参
加

を
促
進
す
る
た
め
、
事
業
の
啓
発
を

行
う
と
と
も
に
、
円
滑
か
つ
適
切
な

運
営
を
行
う
よ
う
安
全
運
転
管
理
に

努
め
事
業
者
の
指
導
を
行
う
。
な
お
、

老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
車
両
に
つ
い

て
、
事
業
継
続
が
図
ら
れ
る
よ
う
県

の
支
援
を
受
け
な
が
ら
車
両
更
新
等

に
係
る
調
整
を
進
め
る
。

２
．
身
体
障
害
者
福
祉
活
動
推
進
事
業

⑴
福
祉
活
動
推
進
事
業

　
障
害
者
に
対
す
る
生
活
、
医
療
、

就
労
及
び
年
金
な
ど
の
各
種
情
報
の

収
集
・
提
供
を
行
う
と
と
も
に
、
関

係
機
関
等
と
連
携
し
、
障
害
者
の
自

立
と
社
会
参
加
に
向
け
た
問
題
の
解

決
に
努
め
る
。

⑵
福
祉
Ｆ
Ａ
Ｘ
設
置
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
活
用
事
業

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通

じ
て
、
障
害
者
の
日
常
生
活
や
就
労

な
ど
に
関
す
る
情
報
や
国
の
制
度
改

正
に
関
す
る
情
報
な
ど
の
収
集
・
提

供
を
行
う
ほ
か
、
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議

や
電
子
メ
ー
ル
な
ど
を
活
用
し
て
県

等
関
係
機
関
や
団
体
等
と
の
連
絡
や

情
報
交
換
を
行
う
。

⑶
広
報
事
業

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
活
用
し
て
お
知
ら
せ
等
の
情
報

発
信
を
行
う
。

　
ま
た
、
機
関
紙
『
い
は
ら
き
身
障
福

祉
』
を
年
２
回
発
行
し
、
会
員
団
体
を

は
じ
め
市
町
村
や
関
係
機
関
・
団
体
に

広
く
配
布
し
、
障
害
者
福
祉
制
度
等
の

動
向
や
本
会
の
活
動
状
況
等
に
関
す
る

広
報
に
努
め
、
障
害
者
施
策
の
周
知
・

啓
発
を
図
る
。（
機
関
紙
の
主
た
る
財

源･･･

共
同
募
金
配
分
金
）

３
．
身
体
障
害
者
福
祉
団
体
運
営
費
補

助
事
業

　
本
会
加
盟
三
団
体
に
対
し
各
団
体
の

独
自
事
業
の
推
進
に
資
す
る
た
め
、
運

営
費
（
事
業
費
）
補
助
金
を
交
付
す
る
。

　
１
団
体  

4
5
7
，
０
０
０
円
補
助

４
．
障
害
者
社
会
参
加
推
進
セ
ン
タ
ー

運
営
事
業

　
誰
も
が
安
心
し
て
明
る
い
生
活
の

で
き
る
地
域
社
会
の
実
現
に
向
け
、

関
係
機
関
や
団
体
が
一
体
と
な
っ
た

障
害
者
社
会
参
加
推
進
セ
ン
タ
ー
を

運
営
し
、
障
害
者
の
自
立
と
社
会
参

加
へ
の
意
識
の
高
揚
を
図
る
た
め
、

次
の
事
業
を
行
う
。

①
障
害
者
社
会
参
加
推
進
協
議
会
　

　
第
１
回
：
令
和
８
年
６
月
16
日（
火
）

　
第
２
回
：
令
和
９
年
３
月
２
日（
火
）

②
障
害
者
福
祉
の
集
い

・
開
催
日
　
令
和
８
年
10
月
21
日（
水
）

・
場
　
所
　
坂
東
市
民
音
楽
ホ
ー
ル

ベ
ル
フ
ォ
ー
レ

・
講
　
演
　
古
今
亭  

菊
千
代  

氏

（
落
語
家
）

　
　
　
　
　「
笑
い
と
元
気
が
と
り

も
つ
人
の
縁
」

③
障
害
者
福
祉
団
体
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

・
開
催
日
　
令
和
９
年
２
月
10
日
（
水
）

・
場
　
所
　
セ
キ
シ
ョ
ウ
・
ウ
ェ
ル

ビ
ー
イ
ン
グ
福
祉
会
館

・
内
　
容
　
未
定

④
障
害
者
週
間
啓
発
事
業

・
障
害
者
週
間

　
　
12
月
３
日（
木
）〜
９
日（
水
）

・
事
業
内
容

　
　
　
セ
キ
シ
ョ
ウ
・
ウ
ェ
ル
ビ
ー

イ
ン
グ
福
祉
会
館
出
入
口
に

「
や
さ
し
さ
を
行
動
に
」
の

立
看
板
掲
出
・
懸
垂
幕
掲
揚
、

県
主
催
啓
発
事
業
へ
の
参
画

５
．
関
係
障
害
者
福
祉
団
体
等
連
携
事
業

⑴
日
身
連
が
開
催
す
る
大
会
等
や
関

東
甲
信
越
静
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
主
催

の
会
議
へ
の
参
加
等

①
第
71
回
日
本
身
体
障
害
者
福
祉
大

会
せ
ん
だ
い
大
会

・
６
月
17
日
（
水
）
〜
18
日
（
木
）

・
福
祉
大
会

・
日
身
連
会
長
表
彰
（
永
年
功
労

表
彰
）

②
日
身
連
関
東
甲
信
越
静
ブ
ロ
ッ
ク

協
議
会

◆
団
体
長
会
議

・
開
催
団
体
　
神
奈
川
県
身
体
障

害
者
連
合
会
（
６
／
９
〜
10
）

◆
代
表
者
会
議

・
開
催
団
体
　
栃
木
県
身
体
障
害
者

福
祉
会
連
合
会
（
11
／
12
〜
13
）

◆
身
体
障
害
者
相
談
員
研
修
会

　
　
開
催
団
体 

長
野
県
身
体
障
害
者
福
祉

　
　
　
　
　 
協
会

日
　
時
　
７
月
31
日
（
金
）

場
　
所
　
ホ
ク
ト
文
化
ホ
ー
ル

　
　
　
　
　
　 （
長
野
県
長
野
市
）

講
　
師
　
長
野
メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　
　
　
研
究
所
代
表

　
　
　
　
　
　
　  

依
田 
哲
郎 
氏

内
　
容
　「
障
害
者
の
生
活
と
イ
ン

 

　
　
　
　
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
」

⑵
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
等
の
激
励
等

　
青
森
県
で
開
催
さ
れ
る
全
国
障
害

者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
参
加
す
る
本
県

選
手
団
に
対
す
る
激
励
や
応
援
等
を

行
う
。

　
ま
た
、
茨
城
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ

大
会
に
出
席
し
、
参
加
選
手
へ
の
激

励
と
応
援
等
を
行
う
。

６
．
相
談
員
活
動
強
化
事
業

　
地
域
生
活
を
営
む
障
害
者
の
抱
え
る

悩
み
な
ど
の
相
談
を
受
け
る
「
身
体
障

害
者
相
談
員
」
の
資
質
の
向
上
と
相
談

員
相
互
の
一
層
の
連
携
を
図
る
た
め
、

茨
城
県
身
体
障
害
者
相
談
員
連
絡
協
議

会
と
共
催
で
、
中
央
研
修
会
、
地
区
研

修
会
を
開
催
し
、
地
域
で
の
相
談
員
活

動
の
活
性
化
を
図
る
。

⑴
身
体
障
害
者
相
談
員
中
央
研
修
会

　
令
和
８
年
７
月
24
日
（
金
）、
セ
キ

シ
ョ
ウ
・
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
福
祉

会
館
に
お
い
て
中
央
研
修
会
が
開
催

さ
れ
、１
０
５
名（
う
ち
相
談
員
60
名
）

の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　
研
修
に
先
立
ち
、
根
本
泰
諭
県
障

害
福
祉
課
長
、
荻
津
和
良
会
長
か
ら

挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

〇
研
修
内
容
（
第
一
部
）

「
高
次
脳
機
能
障
害
に
つ
い
て
」

　
茨
城
県
高
次
脳
機
能
障
害
支
援
セ 高次脳機能障害支援センターの講演の様子

ン
タ
ー
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の

田
中
雅
明
氏
、
関
根
春
香
氏
を
講
師

に
、
高
次
脳
機
能
障
害
支
援
セ
ン
タ
ー

の
紹
介
や
、
高
次
脳
機
能
障
害
の
概

要
と
対
応
方
法
等
に
つ
い
て
の
講
演

が
あ
り
、
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

〇
研
修
内
容
（
第
二
部
）

「
下
妻
市
身
体
障
害
者
相
談
員
の
活
動

に
つ
い
て
」

　
下
妻
市
福
祉
課
大
月
貴
志
課
長
補

佐
、
横
瀬
千
聡
主
事
、
服
部
佳
子
相

談
員
を
講
師
に
、
下
妻
市
に
お
け
る

相
談
員
の
運
用
体
制
・
活
動
実
績
や
、

相
談
事
例
に
つ
い
て
の
講
演
が
あ
り
、

質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

⑵
身
体
障
害
者
相
談
員
地
区
研
修
会

　
◆
県
央
・
鹿
行
・
県
南
地
区

・
開
催
日
　
９
月
１
日
（
火
）

・
場
　
所
　
セ
キ
シ
ョ
ウ
・
ウ
ェ
ル

　
　
　
　
　
ビ
ー
イ
ン
グ
福
祉
会
館

◆
県
北
・
県
西
地
区

　
・
開
催
日
　
９
月
18
日
（
金
）

・
場
　
所
　
セ
キ
シ
ョ
ウ
・
ウ
ェ
ル

　
　
　
　
　
ビ
ー
イ
ン
グ
福
祉
会
館

７
．
要
望
活
動

　
身
体
障
害
者
福
祉
施
策
の
充
実
を

図
る
た
め
、
会
員
団
体
の
意
向
を
踏

ま
え
、
国
に
対
し
て
は
日
身
連
を
通

じ
て
、
ま
た
、
県
に
対
し
て
は
県
域

の
福
祉
団
体
で
構
成
す
る
茨
城
県
社

会
福
祉
予
算
対
策
委
員
会
を
通
じ
て
、

要
望
活
動
を
行
う
。

８
．
そ
の
他

⑴
会
議
の
開
催

　
・
監
　
査
　
５
月
15
日
（
金
）

　
・
理
事
会

　
　
第
１
回
　
５
月
29
日
（
金
）

　
　
第
２
回
　
令
和
９
年
３
月

　
・
総
　
会
　
６
月
８
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　  （
書
面
決
議
）

⑵
事
務
局
体
制

　
３
名
体
制
（
事
務
局
長
、
嘱
託
職

員
２
名
）
で
執
行
す
る
。

科　　目 当　年　度 前　年　度 増　減
Ⅰ　一般正味財産増減の部
　１．経常増減の部
　　（１）経常収益
　　　　  　受取会費
　　　　　　　 正会員受取会費 240 240 0
　　　　　  受取補助金等
　　　　　　　 県補助金 21,108 23,698 △ 2,590
　　　　　　受取委託金
　　　　　　　 県委託金 4,838 4,640 198
　　　　　　受取配分金
　　　　　　　 受取配分金 200 200 0
　　　　　　受取寄付金
　　　　　　　 受取寄付金 250 250 0
　　　　　　割戻金
　　　　　　　 割戻金 300 400 △ 100
　　　　　  雑収入
　　　　　　　 受取利息等 1 1 0
　　　　 経常収益計 26,937 29,429 △ 2,492
　　（２）経常費用
　　　　　　事業費
    　　　　　 給料手当 3,191 3,087 104
　　　　　　　 報酬 3,370 3,261 109
　　　　　　　 諸手当 2,430 2,355 75
　　　　　　　 共済費 1,510 1,506 4
　　　　　　　 旅費交通費 269 240 29
　　　　　　　 備品費 10 9 1
　　　　　　　 需用費 3,707 6,331 △ 2,624
　　　　　　　 役務費 637 563 74
　　　　　　　 使用料及び賃借料 1,220 1,154 66
　　　　　　　 報償費 934 880 54
　　　　　　　 公課費 75 75 0
　　　　　　　 業務委託費 4,726 5,022 △ 296
　　　　　　　 補助金 1,412 1,592 △ 180
　　　　　　　減価償却費 0 0 0
　　　　　　　雑費 120 120 0
　　　　　　事業費計 23,611 26,195 △ 2,584
　　　　　　管理費
　　　　　　　 会議費 250 250 0
　　　　　　　 給料手当 1,368 1,323 45
　　　　　　　 報酬 374 362 12
　　　　　　　 諸手当 721 693 28
　　　　　　　 共済費 410 408 2
　　　　　　　 旅費交通費 97 97 0
　　　　　　　 備品費 0 0 0
　　　　　　　 需用費 395 395 0
　　　　　　　 役務費 209 209 0
　　　　　　　 公課費 66 66 0
　　　　　　　使用料及び賃借料 125 125 0
　　　　　　　分担金 160 160 0
　　　　　　　減価償却費 0 0 0
　　　　　　　雑費 100 100 0
　　　　　　管理費計 4,275 4,188 87
　　　　 経常費用計 27,886 30,383 △ 2,497
　　　　当期経常増減額 △ 949 △ 954
　　　　当期一般正味財産増減額 △ 949 △ 954
Ⅱ　固定資産取得に係る収支の部
　（１）受取補助金 （県補助金） 23,672 0 23,672
　（２）車両購入費 （固定資産取得支出） 23,672 0 23,672
　　　　　　　収支差額 0 0 0

下妻市の講演の様子
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令和８年度収支予算

Ⅰ
基
本
方
針

　
国
に
お
い
て
は
、
全
て
の
国
民
が

障
害
の
有
無
に
よ
っ
て
分
け
隔
て
ら

れ
る
こ
と
な
く
、
相
互
に
人
格
と
個

性
を
尊
重
し
合
い
な
が
ら
共
生
す
る

社
会
の
実
現
に
向
け
、
第
５
次
障
害

者
基
本
計
画
に
即
し
て
、
障
害
者
の

自
立
及
び
社
会
参
加
の
支
援
等
の
た

め
の
施
策
の
総
合
的
か
つ
計
画
的
な

推
進
に
政
府
一
体
で
取
り
組
む
と
さ

れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
令
和
６
年
４
月
に
施
行
さ

れ
た
改
正
障
害
者
差
別
解
消
法
に
よ

り
、
事
業
者
に
よ
る
合
理
的
配
慮
の

提
供
が
義
務
化
さ
れ
、
国
・
地
方
公

共
団
体
相
互
の
連
携
強
化
や
障
害
を

理
由
と
す
る
差
別
を
解
消
す
る
た
め

の
支
援
措
置
の
強
化
が
講
じ
ら
れ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
茨
城
県
に
お
い
て
は
、「
ノ
ー
マ
ラ

イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」
と
「
完
全
参
加
」

と
い
う
基
本
理
念
の
も
と
、「
活
力
が

あ
り
、
県
民
が
日
本
一
幸
せ
な
県
づ

く
り
」
を
目
指
し
て
、
令
和
６
年
度

か
ら
令
和
11
年
度
ま
で
を
計
画
期
間

と
す
る
「
第
３
期
新
い
ば
ら
き
障
害

令和8年4月１日から令和9年3月31日

者
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、
引
き
続
き

障
害
福
祉
施
策
の
総
合
的
な
推
進
が

図
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
本
会
と
し
て
は
、
会
員
団
体
や
身

体
障
害
者
相
談
員
、
障
害
者
福
祉
関

係
者
等
と
連
携
し
て
、
共
生
社
会
実

現
に
関
す
る
研
修
会
の
開
催
や
国
等

の
障
害
者
福
祉
制
度
等
に
係
る
情
報

提
供
を
行
っ
て
い
く
ほ
か
、
よ
り
多

く
の
障
害
者
の
社
会
参
加
を
促
進
す

る
た
め
障
害
者
福
祉
バ
ス
事
業
を
円

滑
に
行
っ
て
い
く
な
ど
、
厳
し
い
財

政
状
況
の
中
に
お
い
て
効
率
的
な
会

運
営
に
取
り
組
み
、
身
体
障
害
者
の

生
活
の
安
定
と
社
会
参
加
の
促
進
に

寄
与
す
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

　
さ
ら
に
、Ｉ
Ｔ
な
ど
の
新
た
な
手
法

を
上
手
に
活
用
し
な
が
ら
、
社
会
福

祉
法
人
日
本
身
体
障
害
者
団
体
連
合

会
（
以
下
「
日
身
連
」
と
い
う
。）
や

茨
城
県
、
市
町
村
等
と
の
連
携
を
密

に
し
、
国
県
等
の
動
向
に
関
す
る
情

報
収
集
に
努
め
て
い
く
。
ま
た
、
会

員
団
体
及
び
日
身
連
加
盟
団
体
等
と

の
情
報
交
換
や
意
見
交
換
を
積
極
的

に
行
い
、
共
生
社
会
を
目
指
す
た
め

の
施
策
が
一
層
充
実
す
る
よ
う
国
県

等
に
働
き
か
け
て
い
く
。

Ⅱ
事
業
計
画

１
．
障
害
者
福
祉
バ
ス
運
営
事
業

　
よ
り
多
く
の
障
害
者
の
社
会
参
加

を
促
進
す
る
た
め
、
事
業
の
啓
発
を

行
う
と
と
も
に
、
円
滑
か
つ
適
切
な

運
営
を
行
う
よ
う
安
全
運
転
管
理
に

努
め
事
業
者
の
指
導
を
行
う
。
な
お
、

老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
車
両
に
つ
い

て
、
事
業
継
続
が
図
ら
れ
る
よ
う
県

の
支
援
を
受
け
な
が
ら
車
両
更
新
等

に
係
る
調
整
を
進
め
る
。

２
．
身
体
障
害
者
福
祉
活
動
推
進
事
業

⑴
福
祉
活
動
推
進
事
業

　
障
害
者
に
対
す
る
生
活
、
医
療
、

就
労
及
び
年
金
な
ど
の
各
種
情
報
の

収
集
・
提
供
を
行
う
と
と
も
に
、
関

係
機
関
等
と
連
携
し
、
障
害
者
の
自

立
と
社
会
参
加
に
向
け
た
問
題
の
解

決
に
努
め
る
。

⑵
福
祉
Ｆ
Ａ
Ｘ
設
置
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
活
用
事
業

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通

じ
て
、
障
害
者
の
日
常
生
活
や
就
労

な
ど
に
関
す
る
情
報
や
国
の
制
度
改

正
に
関
す
る
情
報
な
ど
の
収
集
・
提

供
を
行
う
ほ
か
、
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議

や
電
子
メ
ー
ル
な
ど
を
活
用
し
て
県

等
関
係
機
関
や
団
体
等
と
の
連
絡
や

情
報
交
換
を
行
う
。

⑶
広
報
事
業

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
活
用
し
て
お
知
ら
せ
等
の
情
報

発
信
を
行
う
。

　
ま
た
、
機
関
紙
『
い
は
ら
き
身
障
福

祉
』
を
年
２
回
発
行
し
、
会
員
団
体
を

は
じ
め
市
町
村
や
関
係
機
関
・
団
体
に

広
く
配
布
し
、
障
害
者
福
祉
制
度
等
の

動
向
や
本
会
の
活
動
状
況
等
に
関
す
る

広
報
に
努
め
、
障
害
者
施
策
の
周
知
・

啓
発
を
図
る
。（
機
関
紙
の
主
た
る
財

源･･･

共
同
募
金
配
分
金
）

３
．
身
体
障
害
者
福
祉
団
体
運
営
費
補

助
事
業

　
本
会
加
盟
三
団
体
に
対
し
各
団
体
の

独
自
事
業
の
推
進
に
資
す
る
た
め
、
運

営
費
（
事
業
費
）
補
助
金
を
交
付
す
る
。

　
１
団
体  

4
5
7
，
０
０
０
円
補
助

４
．
障
害
者
社
会
参
加
推
進
セ
ン
タ
ー

運
営
事
業

　
誰
も
が
安
心
し
て
明
る
い
生
活
の

で
き
る
地
域
社
会
の
実
現
に
向
け
、

関
係
機
関
や
団
体
が
一
体
と
な
っ
た

障
害
者
社
会
参
加
推
進
セ
ン
タ
ー
を

運
営
し
、
障
害
者
の
自
立
と
社
会
参

加
へ
の
意
識
の
高
揚
を
図
る
た
め
、

次
の
事
業
を
行
う
。

①
障
害
者
社
会
参
加
推
進
協
議
会
　

　
第
１
回
：
令
和
８
年
６
月
16
日（
火
）

　
第
２
回
：
令
和
９
年
３
月
２
日（
火
）

②
障
害
者
福
祉
の
集
い

・
開
催
日
　
令
和
８
年
10
月
21
日（
水
）

・
場
　
所
　
坂
東
市
民
音
楽
ホ
ー
ル

ベ
ル
フ
ォ
ー
レ

・
講
　
演
　
古
今
亭  

菊
千
代  

氏

（
落
語
家
）

　
　
　
　
　「
笑
い
と
元
気
が
と
り

も
つ
人
の
縁
」

③
障
害
者
福
祉
団
体
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

・
開
催
日
　
令
和
９
年
２
月
10
日
（
水
）

・
場
　
所
　
セ
キ
シ
ョ
ウ
・
ウ
ェ
ル

ビ
ー
イ
ン
グ
福
祉
会
館

・
内
　
容
　
未
定

④
障
害
者
週
間
啓
発
事
業

・
障
害
者
週
間

　
　
12
月
３
日（
木
）〜
９
日（
水
）

・
事
業
内
容

　
　
　
セ
キ
シ
ョ
ウ
・
ウ
ェ
ル
ビ
ー

イ
ン
グ
福
祉
会
館
出
入
口
に

「
や
さ
し
さ
を
行
動
に
」
の

立
看
板
掲
出
・
懸
垂
幕
掲
揚
、

県
主
催
啓
発
事
業
へ
の
参
画

５
．
関
係
障
害
者
福
祉
団
体
等
連
携
事
業

⑴
日
身
連
が
開
催
す
る
大
会
等
や
関

東
甲
信
越
静
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
主
催

の
会
議
へ
の
参
加
等

①
第
71
回
日
本
身
体
障
害
者
福
祉
大

会
せ
ん
だ
い
大
会

・
６
月
17
日
（
水
）
〜
18
日
（
木
）

・
福
祉
大
会

・
日
身
連
会
長
表
彰
（
永
年
功
労

表
彰
）

②
日
身
連
関
東
甲
信
越
静
ブ
ロ
ッ
ク

協
議
会

◆
団
体
長
会
議

・
開
催
団
体
　
神
奈
川
県
身
体
障

害
者
連
合
会
（
６
／
９
〜
10
）

◆
代
表
者
会
議

・
開
催
団
体
　
栃
木
県
身
体
障
害
者

福
祉
会
連
合
会
（
11
／
12
〜
13
）

◆
身
体
障
害
者
相
談
員
研
修
会

　
　
開
催
団
体 

長
野
県
身
体
障
害
者
福
祉

　
　
　
　
　 

協
会

日
　
時
　
７
月
31
日
（
金
）

場
　
所
　
ホ
ク
ト
文
化
ホ
ー
ル

　
　
　
　
　
　 （
長
野
県
長
野
市
）

講
　
師
　
長
野
メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　
　
　
研
究
所
代
表

　
　
　
　
　
　
　  

依
田 

哲
郎 

氏

内
　
容
　「
障
害
者
の
生
活
と
イ
ン

 

　
　
　
　
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
」

⑵
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
等
の
激
励
等

　
青
森
県
で
開
催
さ
れ
る
全
国
障
害

者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
参
加
す
る
本
県

選
手
団
に
対
す
る
激
励
や
応
援
等
を

行
う
。

　
ま
た
、
茨
城
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ

大
会
に
出
席
し
、
参
加
選
手
へ
の
激

励
と
応
援
等
を
行
う
。

６
．
相
談
員
活
動
強
化
事
業

　
地
域
生
活
を
営
む
障
害
者
の
抱
え
る

悩
み
な
ど
の
相
談
を
受
け
る
「
身
体
障

害
者
相
談
員
」
の
資
質
の
向
上
と
相
談

員
相
互
の
一
層
の
連
携
を
図
る
た
め
、

茨
城
県
身
体
障
害
者
相
談
員
連
絡
協
議

会
と
共
催
で
、
中
央
研
修
会
、
地
区
研

修
会
を
開
催
し
、
地
域
で
の
相
談
員
活

動
の
活
性
化
を
図
る
。

⑴
身
体
障
害
者
相
談
員
中
央
研
修
会

　
令
和
８
年
７
月
24
日
（
金
）、
セ
キ

シ
ョ
ウ
・
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
福
祉

会
館
に
お
い
て
中
央
研
修
会
が
開
催

さ
れ
、１
０
５
名（
う
ち
相
談
員
60
名
）

の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　
研
修
に
先
立
ち
、
根
本
泰
諭
県
障

害
福
祉
課
長
、
荻
津
和
良
会
長
か
ら

挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

〇
研
修
内
容
（
第
一
部
）

「
高
次
脳
機
能
障
害
に
つ
い
て
」

　
茨
城
県
高
次
脳
機
能
障
害
支
援
セ 高次脳機能障害支援センターの講演の様子

ン
タ
ー
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の

田
中
雅
明
氏
、
関
根
春
香
氏
を
講
師

に
、
高
次
脳
機
能
障
害
支
援
セ
ン
タ
ー

の
紹
介
や
、
高
次
脳
機
能
障
害
の
概

要
と
対
応
方
法
等
に
つ
い
て
の
講
演

が
あ
り
、
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

〇
研
修
内
容
（
第
二
部
）

「
下
妻
市
身
体
障
害
者
相
談
員
の
活
動

に
つ
い
て
」

　
下
妻
市
福
祉
課
大
月
貴
志
課
長
補

佐
、
横
瀬
千
聡
主
事
、
服
部
佳
子
相

談
員
を
講
師
に
、
下
妻
市
に
お
け
る

相
談
員
の
運
用
体
制
・
活
動
実
績
や
、

相
談
事
例
に
つ
い
て
の
講
演
が
あ
り
、

質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

⑵
身
体
障
害
者
相
談
員
地
区
研
修
会

　
◆
県
央
・
鹿
行
・
県
南
地
区

・
開
催
日
　
９
月
１
日
（
火
）

・
場
　
所
　
セ
キ
シ
ョ
ウ
・
ウ
ェ
ル

　
　
　
　
　
ビ
ー
イ
ン
グ
福
祉
会
館

◆
県
北
・
県
西
地
区

　
・
開
催
日
　
９
月
18
日
（
金
）

・
場
　
所
　
セ
キ
シ
ョ
ウ
・
ウ
ェ
ル

　
　
　
　
　
ビ
ー
イ
ン
グ
福
祉
会
館

７
．
要
望
活
動

　
身
体
障
害
者
福
祉
施
策
の
充
実
を

図
る
た
め
、
会
員
団
体
の
意
向
を
踏

ま
え
、
国
に
対
し
て
は
日
身
連
を
通

じ
て
、
ま
た
、
県
に
対
し
て
は
県
域

の
福
祉
団
体
で
構
成
す
る
茨
城
県
社

会
福
祉
予
算
対
策
委
員
会
を
通
じ
て
、

要
望
活
動
を
行
う
。

８
．
そ
の
他

⑴
会
議
の
開
催

　
・
監
　
査
　
５
月
15
日
（
金
）

　
・
理
事
会

　
　
第
１
回
　
５
月
29
日
（
金
）

　
　
第
２
回
　
令
和
９
年
３
月

　
・
総
　
会
　
６
月
８
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　  （
書
面
決
議
）

⑵
事
務
局
体
制

　
３
名
体
制
（
事
務
局
長
、
嘱
託
職

員
２
名
）
で
執
行
す
る
。

科　　目 当　年　度 前　年　度 増　減
Ⅰ　一般正味財産増減の部
　１．経常増減の部
　　（１）経常収益
　　　　  　受取会費
　　　　　　　 正会員受取会費 240 240 0
　　　　　  受取補助金等
　　　　　　　 県補助金 21,108 23,698 △ 2,590
　　　　　　受取委託金
　　　　　　　 県委託金 4,838 4,640 198
　　　　　　受取配分金
　　　　　　　 受取配分金 200 200 0
　　　　　　受取寄付金
　　　　　　　 受取寄付金 250 250 0
　　　　　　割戻金
　　　　　　　 割戻金 300 400 △ 100
　　　　　  雑収入
　　　　　　　 受取利息等 1 1 0
　　　　 経常収益計 26,937 29,429 △ 2,492
　　（２）経常費用
　　　　　　事業費
    　　　　　 給料手当 3,191 3,087 104
　　　　　　　 報酬 3,370 3,261 109
　　　　　　　 諸手当 2,430 2,355 75
　　　　　　　 共済費 1,510 1,506 4
　　　　　　　 旅費交通費 269 240 29
　　　　　　　 備品費 10 9 1
　　　　　　　 需用費 3,707 6,331 △ 2,624
　　　　　　　 役務費 637 563 74
　　　　　　　 使用料及び賃借料 1,220 1,154 66
　　　　　　　 報償費 934 880 54
　　　　　　　 公課費 75 75 0
　　　　　　　 業務委託費 4,726 5,022 △ 296
　　　　　　　 補助金 1,412 1,592 △ 180
　　　　　　　減価償却費 0 0 0
　　　　　　　雑費 120 120 0
　　　　　　事業費計 23,611 26,195 △ 2,584
　　　　　　管理費
　　　　　　　 会議費 250 250 0
　　　　　　　 給料手当 1,368 1,323 45
　　　　　　　 報酬 374 362 12
　　　　　　　 諸手当 721 693 28
　　　　　　　 共済費 410 408 2
　　　　　　　 旅費交通費 97 97 0
　　　　　　　 備品費 0 0 0
　　　　　　　 需用費 395 395 0
　　　　　　　 役務費 209 209 0
　　　　　　　 公課費 66 66 0
　　　　　　　使用料及び賃借料 125 125 0
　　　　　　　分担金 160 160 0
　　　　　　　減価償却費 0 0 0
　　　　　　　雑費 100 100 0
　　　　　　管理費計 4,275 4,188 87
　　　　 経常費用計 27,886 30,383 △ 2,497
　　　　当期経常増減額 △ 949 △ 954
　　　　当期一般正味財産増減額 △ 949 △ 954
Ⅱ　固定資産取得に係る収支の部
　（１）受取補助金 （県補助金） 23,672 0 23,672
　（２）車両購入費 （固定資産取得支出） 23,672 0 23,672
　　　　　　　収支差額 0 0 0

下妻市の講演の様子



令和８年８月１日⑺　第81号 い は ら き 身 障 福 祉 令和８年８月１日 第81号　⑹い は ら き 身 障 福 祉

障
害
者
福
祉
バ
ス
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

会
員
団
体
の
動
き

会
員
団
体
の
動
き

軍
司
有
通
副
会
長
が

日
身
連
会
長
表
彰
を

受
賞

　
障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
共
に
地

域
の
一
員
と
し
て
生
き
る
こ
と
の
で
き

る
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
社
会
の
実

現
の
た
め
、
県
・
市
町
村
・
各
団
体
な

ど
関
係
機
関
と
の
連
携
を
緊
密
に
図

り
、
各
種
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

１
　
県
委
託
事
業

⑴
第
52
回
山
の
集
い

　
自
然
を
満
喫
し
な
が
ら
歩
行
を
通
し

結
婚
相
談
実
務
担
当
者
連
絡
会

　
・
日
程
　
４
月
24
日
（
金
）

　
・
場
所
　
横
浜
市

２
　
県
及
び
県
ス
ポ
ー
ツ
文
化
協
会
補

助
（
助
成
）
事
業

⑴
身
体
障
害
者
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
選

手
派
遣
・
助
成
事
業

　
全
国
ス
ポ
ー
ツ
大
会
等
へ
の
選
手
派

遣
に
係
る
経
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

⑵
総
合
相
談
・
自
立
支
援
推
進
事
業

　
①
総
合
相
談
　
９
時
〜
17
時
。

　
身
体
障
害
者
の
相
談
に
応
じ
、

助
言
や
関
係
機
関
へ
の
紹
介
を
行

い
ま
す
。

　
②
地
区
就
労
支
援
相
談
員
研
修
会

　
・
日
程
　
６
月
19
日
（
金
） 

　
・
場
所
　
セ
キ
シ
ョ
ウ･

ウ
ェ
ル

　
　
　
　
　
　
ビ
ー
イ
ン
グ
福
祉
会
館

　
　

３
　
青
年
部
会
事
業

⑴
若
人
の
集
い
（
前
記
）

⑵
第
29
回
ゆ
う
あ
い
カ
ラ
オ
ケ
歌
謡
発

表
会

　
カ
ラ
オ
ケ
に
親
し
み
な
が
ら
、
社
会

参
加
や
自
立
促
進
、
地
域
社
会
に
お
け

る
友
愛
の
輪
を
広
げ
ま
す
。

　
・
日
程
　
７
月
12
日
（
日
）

　
・
場
所
　
セ
キ
シ
ョ
ウ･

ウ
ェ
ル

　
　
　
　
　
　
ビ
ー
イ
ン
グ
福
祉
会
館

⑶
第
25
回
ゆ
う
あ
い
卓
球
大
会

　
健
常
者
と
障
害
者
が
卓
球
を
通
し
て

交
流
を
深
め
、
体
力
増
進
と
と
も
に
社

会
参
加
や
自
立
促
進
を
図
り
ま
す
。

　
・
日
程
　
９
月
19
日
（
土
）

　
・
場
所
　
ひ
た
ち
な
か
市
総
合
運
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
園
体
育
館

４
　
そ
の
他
の
事
業

⑴
役
員
研
修
会
　
　

　
各
市
町
村
身
体
障
害
者
福
祉
団
体
に

お
け
る
組
織
強
化
や
役
員
の
資
質
向
上

を
目
的
に
実
施
し
ま
す
。

　
・
日
程
　
１
月
21
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　
　
　 

　
〜
22
日
（
金
）

　
・
場
所
　
ホ
テ
ル
ク
リ
ス
タ
ル
パ
レ
ス

⑵
団
体
交
流
会
　

　
本
協
議
会
及
び
各
市
町
村
身
体
障
害

者
福
祉
団
体
の
役
員
等
が
交
流
し
意
見

交
換
し
ま
す
。

　
・
日
程
　
10
月
９
日
（
金
）

　
・
場
所
　
朝
日
里
山
学
校

⑶
会
報
「
身
障
い
ば
ら
き
」
の
発
行
（
茨

城
県
共
同
募
金
配
分
申
請
事
業
）

　
10
月
と
３
月
に
各
２
，
５
０
０
部
発

行
し
ま
す
。

　
今
年
度
、
県
補
助
に
よ
り
、
障
害
者
福

祉
バ
ス
の
車
両
を
更
新
す
る
予
定
で
す
。

　
現
時
点
で
は
、
納
車
時
期
が
未
定
の
た

め
、
利
用
予
約
は
、
当
面
、
12
月
分
ま
で

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
ご
予
約
は
、
左
記
委
託
業
者
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
）

〒
３
１
０‒

０
８
１
３

水
戸
市
浜
田
町
４
１
５
番
地
３

有
限
会
社
ａ
ｃ
ｃ
研
究
所

T
E
L
　
０
２
９‒

２
２
８‒

３
３
３
３

F
A
X
　
０
２
９‒

２
２
２‒

２
５
３
７

Ｒ８年度通常総会　あいさつをする米川会長

軍司副会長

て
機
能
回
復
訓
練
を
行
い
ま
す
。

　
・
日
程
　
10
月
23
日
（
金
）

　
・
場
所
　
古
河
公
方
公
園
　

⑵
第
48
回
銀
輪
の
集
い
　

　
車
い
す
利
用
者
の
方
が
車
い
す
走
行

に
よ
り
機
能
回
復
訓
練
等
を
行
い
ま
す
。

　
・
日
程
等
　
第
52
回
山
の
集
い
に
同
じ

⑶
若
人
の
集
い

　
青
年
層
等
の
参
加
者
を
募
り
、
交
流

を
通
じ
て
相
互
の
友
愛
を
深
め
ま
す
。

今
年
は
ボ
ッ
チ
ャ
競
技
を
予
定
。

　
・
日
程
　
11
月
22
日
（
日
）

　
・
場
所
　
な
かLuckyFM

　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
園
ア
リ
ー
ナ

⑷
結
婚
相
談
事
業

①
ク
ロ
ー
バ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
日
曜
交
流
会

第
１
回

　
・
日
程
　
７
月
５
日
（
日
）

　
・
場
所
　
セ
キ
シ
ョ
ウ･

ウ
ェ
ル

　
　
　
　
　
　
ビ
ー
イ
ン
グ
福
祉
会
館

第
２
回

　
・
日
時
　
12
月
13
日
（
日
）

　
・
場
所
　
ザ
・
ホ
テ
ル
・
ウ
エ
ス
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
ル
ズ
・
水
戸

②
結
婚
相
談
　
　

　
・
相
談
日
　
毎
週
月
〜
金
曜
日 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
９
時
〜
16
時

③
関
東
甲
信
越
静
ブ
ロ
ッ
ク
合
同
友
愛

の
集
い

　
関
東
近
県
の
結
婚
希
望
者
と
の
交
流
　

　
・
日
程
　
10
月
３
日
（
土
）

　
・
場
所
　
横
浜
市

④ 

関
東
甲
信
越
静
ブ
ロ
ッ
ク
障
害
者

　「
第
71
回
日
本
身
体
障
害
者
福
祉
大

会
せ
ん
だ
い
大
会
」
が
、６
月
17
日
（
水
）

か
ら
18
日
（
木
）
の
２
日
間
、
宮
城
県

仙
台
市
の
仙
台
サ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
を
会

場
に
、
全
国
の
身
体
障
害
者
団
体
の
関

係
者
等
、
延
べ
１
，０
７
２
人
の
参
加
の

も
と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
１
日
目
は
、
日
身
連
定
時
評
議
員
会

の
後
、「
都
道
府
県
・
市
町
村
組
織
な
ど

の
活
性
化
」
を
テ
ー
マ
に
、
事
例
発
表
や

意
見
交
換
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
事
例
発
表
で
は
、
安
部
眞
氏
（
山
形

県
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
会
長
）
か
ら

「
会
員
拡
大
に
向
け
た
取
り
組
み
」
に
つ

い
て
、
林
徳
太
郎
氏
（
徳
島
県
身
体
障

害
者
連
合
会
理
事
長
）
か
ら
「
新
時
代

に
向
け
て
―
四
身
連
結
成
と
組
織
改
革

―
」
に
つ
い
て
発
表
が
あ
り
、
そ
の
後
、

意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
２
日
目
は
、
福
祉
大
会
せ
ん
だ
い
大

会
が
開
催
さ
れ
、
第
１
部
で
は
、
式
典
、

日
身
連
会
長
表
彰
、
大
会
宣
言
・
大
会

決
議
の
採
択
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
第
２
部
の
講
演
会
で
は
、
東

北
大
学
副
学
長
・
津
波
工
学
教
授
（
災

害
科
学
国
際
研
究
所
）
の
今
村
文
彦
氏

を
講
師
に
「
地
域
共
生
社
会
と
防
災
を

　
茨
城
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
協
会

で
は
、
障
害
児
者
が
制
作
し
た
作
品
を
展

示
等
し
て
く
だ
さ
る
方
を
、
次
の
日
程
で

募
集
し
て
い
ま
す
。

　
日
　
程：12
月
３
日（
木
）〜
７
日（
月
）

　
　
　
　
　
　
※
７
日
は
午
前
の
み

　
搬
入
日
：
12
月
１
日
（
火
）

　
搬
出
日
：
12
月
７
日
（
月
）

※
搬
入
出
の
時
間
は
、
別
途
、
申
込

団
体
に
連
絡
さ
れ
ま
す

　
会
　
場
：
ザ
・
ヒ
ロ
サ
ワ
・
シ
テ
ィ
会
館

集
会
室
１
〜
４

　
申
込
み
期
限
：
10
月
５
日
（
金
）

　
応
募
作
品
：
絵
画
、
書
道
、
写
真
、
陶

芸
・
工
芸

※
開
催
要
項
等
の
詳
細
は
、
県
障
害
福
祉

課
ホ
ー
ム
ペー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

URL:https:w
w
w.pref.ibaraki.jp/hok

enfukushi/shofuku/kikaku/shofuku/
8.htm

l

　
長
年
に
わ
た
り
障
害
者
福
祉
に
寄
与

し
顕
著
な
功
績
の
あ
っ
た
40
名
が
日
身
連

会
長
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
茨
城

県
か
ら
は
当
会
の
軍
司
有
通
副
会
長
が

受
賞
し
ま
し
た
。

『
第
71
回
日
本
身
体

障
害
者
福
祉
大
会

せ
ん
だ
い
大
会
』開
催

一
般
社
団
法
人 

茨
城
県
身
体

障
害
者
福
祉
協
議
会

　
　令
和
８
年
度
事
業
計
画

障害者福祉バス

⑷
障
害
者
週
間
の
行
事
参
加
　

　
茨
城
県
等
主
催
の
「
い
ば
ら
き
パ
ラ

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０

２
６
」
に
参
加
、
協
力
し
ま
す
。   

　
・
日
程
　
12
月
３
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　   

〜
７
日
（
月
）

　
・
場
所
　
ザ
・
ヒ
ロ
サ
ワ
シ
テ
ィ
会
館

⑸
そ
の
他
　

　
県
や
関
係
団
体
が
主
催
す
る
各
種
大

会
等
へ
の
出
席
、
ジ
パ
ン
グ
倶
楽
部
へ

の
加
入
促
進
な
ど
に
努
め
ま
す
。

 

令
和
８
年
度
役
員

　
役
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

名
誉
会
長
　
髙
木
　
昇
（
常
陸
太
田
市
）

相
談
役
　
　
高
野
重
彦
（
龍
ケ
崎
市
）

会
　
長
　
　
米
川
正
典
（
鉾
田
市
）

副
会
長
　
　
中
島
秀
男
（
石
岡
市
）

　
〃
　
　
　
藤
田
賢
司
（
大
子
町
）

　
〃
　
　
　
石
津
初
美
（
鹿
嶋
市
）

　
〃
　
　
　
村
上
克
行
（
龍
ケ
崎
市
）

　
〃
　
　
　
今
井
輝
勝
（
古
河
市
）

理
　
事
　
　
荻
津
和
良
（
茨
城
町
）

　
〃
　
　
　
軍
司
有
通
（
那
珂
市
）

　
〃
　
　
　
齊
藤
茂
雄
（
取
手
市
）

　
〃
　
　
　
大
野
幸
一
（
美
浦
村
）

　
〃
　
　
　
荒
井
栄
司
（
つ
く
ば
み
ら
い
市
）

　
〃
　
　
　
服
部
佳
子
（
下
妻
市
）

　
〃
　
　
　
伊
藤
東
樹
（
青
年
部
会
）

監
　
事
　
　
山
間
松
代
（
神
栖
市
）

　
〃
　
　
　
中
島
隆
久
（
か
す
み
が
う
ら
市
）

考
え
る
―
東
日
本
大
震
災
で
の
経
験
と

教
訓
―
」
と
題
す
る
講
演
が
行
わ
れ
、「
き

ち
ん
と
実
効
性
の
あ
る
個
別
避
難
計
画

を
作
成
す
る
こ
と
が
重
要
」「
災
害
に
強

い
地
域
と
は
、
平
時
か
ら
誰
も
排
除
さ
れ

ず
に
つ
な
が
っ
て
い
る
地
域
で
あ
る
」
こ

と
な
ど
の
教
訓
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

【
大
会
決
議
】

一
、
連
携
の
輪
を
広
げ
、
地
域
か
ら
組
織

の
力
を
高
め
て
い
こ
う

一
、
声
を
つ
な
ぎ
、
地
域
の
障
害
福
祉
を

前
進
さ
せ
よ
う

一
、
障
害
理
解
を
広
げ
、
地
域
で
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
共
生
社
会
を
つ
く
ろ
う

い
ば
ら
き
パ
ラ
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
２
６

（
旧
ナ
イ
ス
ハ
ー
ト
ふ
れ
あ
い

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
）
美
術
展

（
一
般
の
部
）
募
集
案
内

日身連副会長として、閉会のあいさつをする荻津会長



令和８年８月１日⑺　第81号 い は ら き 身 障 福 祉 令和８年８月１日 第81号　⑹い は ら き 身 障 福 祉

障
害
者
福
祉
バ
ス
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

会
員
団
体
の
動
き

会
員
団
体
の
動
き

軍
司
有
通
副
会
長
が

日
身
連
会
長
表
彰
を

受
賞

　
障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
共
に
地

域
の
一
員
と
し
て
生
き
る
こ
と
の
で
き

る
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
社
会
の
実

現
の
た
め
、
県
・
市
町
村
・
各
団
体
な

ど
関
係
機
関
と
の
連
携
を
緊
密
に
図

り
、
各
種
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

１
　
県
委
託
事
業

⑴
第
52
回
山
の
集
い

　
自
然
を
満
喫
し
な
が
ら
歩
行
を
通
し

結
婚
相
談
実
務
担
当
者
連
絡
会

　
・
日
程
　
４
月
24
日
（
金
）

　
・
場
所
　
横
浜
市

２
　
県
及
び
県
ス
ポ
ー
ツ
文
化
協
会
補

助
（
助
成
）
事
業

⑴
身
体
障
害
者
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
選

手
派
遣
・
助
成
事
業

　
全
国
ス
ポ
ー
ツ
大
会
等
へ
の
選
手
派

遣
に
係
る
経
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

⑵
総
合
相
談
・
自
立
支
援
推
進
事
業

　
①
総
合
相
談
　
９
時
〜
17
時
。

　
身
体
障
害
者
の
相
談
に
応
じ
、

助
言
や
関
係
機
関
へ
の
紹
介
を
行

い
ま
す
。

　
②
地
区
就
労
支
援
相
談
員
研
修
会

　
・
日
程
　
６
月
19
日
（
金
） 

　
・
場
所
　
セ
キ
シ
ョ
ウ･

ウ
ェ
ル

　
　
　
　
　
　
ビ
ー
イ
ン
グ
福
祉
会
館

　
　

３
　
青
年
部
会
事
業

⑴
若
人
の
集
い
（
前
記
）

⑵
第
29
回
ゆ
う
あ
い
カ
ラ
オ
ケ
歌
謡
発

表
会

　
カ
ラ
オ
ケ
に
親
し
み
な
が
ら
、
社
会

参
加
や
自
立
促
進
、
地
域
社
会
に
お
け

る
友
愛
の
輪
を
広
げ
ま
す
。

　
・
日
程
　
７
月
12
日
（
日
）

　
・
場
所
　
セ
キ
シ
ョ
ウ･

ウ
ェ
ル

　
　
　
　
　
　
ビ
ー
イ
ン
グ
福
祉
会
館

⑶
第
25
回
ゆ
う
あ
い
卓
球
大
会

　
健
常
者
と
障
害
者
が
卓
球
を
通
し
て

交
流
を
深
め
、
体
力
増
進
と
と
も
に
社

会
参
加
や
自
立
促
進
を
図
り
ま
す
。

　
・
日
程
　
９
月
19
日
（
土
）

　
・
場
所
　
ひ
た
ち
な
か
市
総
合
運
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
園
体
育
館

４
　
そ
の
他
の
事
業

⑴
役
員
研
修
会
　
　

　
各
市
町
村
身
体
障
害
者
福
祉
団
体
に

お
け
る
組
織
強
化
や
役
員
の
資
質
向
上

を
目
的
に
実
施
し
ま
す
。

　
・
日
程
　
１
月
21
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　
　
　 

　
〜
22
日
（
金
）

　
・
場
所
　
ホ
テ
ル
ク
リ
ス
タ
ル
パ
レ
ス

⑵
団
体
交
流
会
　

　
本
協
議
会
及
び
各
市
町
村
身
体
障
害

者
福
祉
団
体
の
役
員
等
が
交
流
し
意
見

交
換
し
ま
す
。

　
・
日
程
　
10
月
９
日
（
金
）

　
・
場
所
　
朝
日
里
山
学
校

⑶
会
報
「
身
障
い
ば
ら
き
」
の
発
行
（
茨

城
県
共
同
募
金
配
分
申
請
事
業
）

　
10
月
と
３
月
に
各
２
，
５
０
０
部
発

行
し
ま
す
。

　
今
年
度
、
県
補
助
に
よ
り
、
障
害
者
福

祉
バ
ス
の
車
両
を
更
新
す
る
予
定
で
す
。

　
現
時
点
で
は
、
納
車
時
期
が
未
定
の
た

め
、
利
用
予
約
は
、
当
面
、
12
月
分
ま
で

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
ご
予
約
は
、
左
記
委
託
業
者
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
）

〒
３
１
０‒

０
８
１
３

水
戸
市
浜
田
町
４
１
５
番
地
３

有
限
会
社
ａ
ｃ
ｃ
研
究
所

T
E
L
　
０
２
９‒

２
２
８‒

３
３
３
３

F
A
X
　
０
２
９‒

２
２
２‒

２
５
３
７

Ｒ８年度通常総会　あいさつをする米川会長

軍司副会長

て
機
能
回
復
訓
練
を
行
い
ま
す
。

　
・
日
程
　
10
月
23
日
（
金
）

　
・
場
所
　
古
河
公
方
公
園
　

⑵
第
48
回
銀
輪
の
集
い
　

　
車
い
す
利
用
者
の
方
が
車
い
す
走
行

に
よ
り
機
能
回
復
訓
練
等
を
行
い
ま
す
。

　
・
日
程
等
　
第
52
回
山
の
集
い
に
同
じ

⑶
若
人
の
集
い

　
青
年
層
等
の
参
加
者
を
募
り
、
交
流

を
通
じ
て
相
互
の
友
愛
を
深
め
ま
す
。

今
年
は
ボ
ッ
チ
ャ
競
技
を
予
定
。

　
・
日
程
　
11
月
22
日
（
日
）

　
・
場
所
　
な
かLuckyFM

　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
園
ア
リ
ー
ナ

⑷
結
婚
相
談
事
業

①
ク
ロ
ー
バ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
日
曜
交
流
会

第
１
回

　
・
日
程
　
７
月
５
日
（
日
）

　
・
場
所
　
セ
キ
シ
ョ
ウ･

ウ
ェ
ル

　
　
　
　
　
　
ビ
ー
イ
ン
グ
福
祉
会
館

第
２
回

　
・
日
時
　
12
月
13
日
（
日
）

　
・
場
所
　
ザ
・
ホ
テ
ル
・
ウ
エ
ス
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
ル
ズ
・
水
戸

②
結
婚
相
談
　
　

　
・
相
談
日
　
毎
週
月
〜
金
曜
日 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
９
時
〜
16
時

③
関
東
甲
信
越
静
ブ
ロ
ッ
ク
合
同
友
愛

の
集
い

　
関
東
近
県
の
結
婚
希
望
者
と
の
交
流
　

　
・
日
程
　
10
月
３
日
（
土
）

　
・
場
所
　
横
浜
市

④ 

関
東
甲
信
越
静
ブ
ロ
ッ
ク
障
害
者

　「
第
71
回
日
本
身
体
障
害
者
福
祉
大

会
せ
ん
だ
い
大
会
」
が
、６
月
17
日
（
水
）

か
ら
18
日
（
木
）
の
２
日
間
、
宮
城
県

仙
台
市
の
仙
台
サ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
を
会

場
に
、
全
国
の
身
体
障
害
者
団
体
の
関

係
者
等
、
延
べ
１
，０
７
２
人
の
参
加
の

も
と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
１
日
目
は
、
日
身
連
定
時
評
議
員
会

の
後
、「
都
道
府
県
・
市
町
村
組
織
な
ど

の
活
性
化
」
を
テ
ー
マ
に
、
事
例
発
表
や

意
見
交
換
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
事
例
発
表
で
は
、
安
部
眞
氏
（
山
形

県
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
会
長
）
か
ら

「
会
員
拡
大
に
向
け
た
取
り
組
み
」
に
つ

い
て
、
林
徳
太
郎
氏
（
徳
島
県
身
体
障

害
者
連
合
会
理
事
長
）
か
ら
「
新
時
代

に
向
け
て
―
四
身
連
結
成
と
組
織
改
革

―
」
に
つ
い
て
発
表
が
あ
り
、
そ
の
後
、

意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
２
日
目
は
、
福
祉
大
会
せ
ん
だ
い
大

会
が
開
催
さ
れ
、
第
１
部
で
は
、
式
典
、

日
身
連
会
長
表
彰
、
大
会
宣
言
・
大
会

決
議
の
採
択
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
第
２
部
の
講
演
会
で
は
、
東

北
大
学
副
学
長
・
津
波
工
学
教
授
（
災

害
科
学
国
際
研
究
所
）
の
今
村
文
彦
氏

を
講
師
に
「
地
域
共
生
社
会
と
防
災
を

　
茨
城
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
協
会

で
は
、
障
害
児
者
が
制
作
し
た
作
品
を
展

示
等
し
て
く
だ
さ
る
方
を
、
次
の
日
程
で

募
集
し
て
い
ま
す
。

　
日
　
程：12
月
３
日（
木
）〜
７
日（
月
）

　
　
　
　
　
　
※
７
日
は
午
前
の
み

　
搬
入
日
：
12
月
１
日
（
火
）

　
搬
出
日
：
12
月
７
日
（
月
）

※
搬
入
出
の
時
間
は
、
別
途
、
申
込

団
体
に
連
絡
さ
れ
ま
す

　
会
　
場
：
ザ
・
ヒ
ロ
サ
ワ
・
シ
テ
ィ
会
館

集
会
室
１
〜
４

　
申
込
み
期
限
：
10
月
５
日
（
金
）

　
応
募
作
品
：
絵
画
、
書
道
、
写
真
、
陶

芸
・
工
芸

※
開
催
要
項
等
の
詳
細
は
、
県
障
害
福
祉

課
ホ
ー
ム
ペー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

URL:https:w
w
w.pref.ibaraki.jp/hok

enfukushi/shofuku/kikaku/shofuku/
8.htm

l
　
長
年
に
わ
た
り
障
害
者
福
祉
に
寄
与

し
顕
著
な
功
績
の
あ
っ
た
40
名
が
日
身
連

会
長
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
茨
城

県
か
ら
は
当
会
の
軍
司
有
通
副
会
長
が

受
賞
し
ま
し
た
。

『
第
71
回
日
本
身
体

障
害
者
福
祉
大
会

せ
ん
だ
い
大
会
』開
催

一
般
社
団
法
人 

茨
城
県
身
体

障
害
者
福
祉
協
議
会

　
　令
和
８
年
度
事
業
計
画

障害者福祉バス

⑷
障
害
者
週
間
の
行
事
参
加
　

　
茨
城
県
等
主
催
の
「
い
ば
ら
き
パ
ラ

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０

２
６
」
に
参
加
、
協
力
し
ま
す
。   

　
・
日
程
　
12
月
３
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　   

〜
７
日
（
月
）

　
・
場
所
　
ザ
・
ヒ
ロ
サ
ワ
シ
テ
ィ
会
館

⑸
そ
の
他
　

　
県
や
関
係
団
体
が
主
催
す
る
各
種
大

会
等
へ
の
出
席
、
ジ
パ
ン
グ
倶
楽
部
へ

の
加
入
促
進
な
ど
に
努
め
ま
す
。

 

令
和
８
年
度
役
員

　
役
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

名
誉
会
長
　
髙
木
　
昇
（
常
陸
太
田
市
）

相
談
役
　
　
高
野
重
彦
（
龍
ケ
崎
市
）

会
　
長
　
　
米
川
正
典
（
鉾
田
市
）

副
会
長
　
　
中
島
秀
男
（
石
岡
市
）

　
〃
　
　
　
藤
田
賢
司
（
大
子
町
）

　
〃
　
　
　
石
津
初
美
（
鹿
嶋
市
）

　
〃
　
　
　
村
上
克
行
（
龍
ケ
崎
市
）

　
〃
　
　
　
今
井
輝
勝
（
古
河
市
）

理
　
事
　
　
荻
津
和
良
（
茨
城
町
）

　
〃
　
　
　
軍
司
有
通
（
那
珂
市
）

　
〃
　
　
　
齊
藤
茂
雄
（
取
手
市
）

　
〃
　
　
　
大
野
幸
一
（
美
浦
村
）

　
〃
　
　
　
荒
井
栄
司
（
つ
く
ば
み
ら
い
市
）

　
〃
　
　
　
服
部
佳
子
（
下
妻
市
）

　
〃
　
　
　
伊
藤
東
樹
（
青
年
部
会
）

監
　
事
　
　
山
間
松
代
（
神
栖
市
）

　
〃
　
　
　
中
島
隆
久
（
か
す
み
が
う
ら
市
）

考
え
る
―
東
日
本
大
震
災
で
の
経
験
と

教
訓
―
」
と
題
す
る
講
演
が
行
わ
れ
、「
き

ち
ん
と
実
効
性
の
あ
る
個
別
避
難
計
画

を
作
成
す
る
こ
と
が
重
要
」「
災
害
に
強

い
地
域
と
は
、
平
時
か
ら
誰
も
排
除
さ
れ

ず
に
つ
な
が
っ
て
い
る
地
域
で
あ
る
」
こ

と
な
ど
の
教
訓
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

【
大
会
決
議
】

一
、
連
携
の
輪
を
広
げ
、
地
域
か
ら
組
織

の
力
を
高
め
て
い
こ
う

一
、
声
を
つ
な
ぎ
、
地
域
の
障
害
福
祉
を

前
進
さ
せ
よ
う

一
、
障
害
理
解
を
広
げ
、
地
域
で
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
共
生
社
会
を
つ
く
ろ
う

い
ば
ら
き
パ
ラ
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
２
６

（
旧
ナ
イ
ス
ハ
ー
ト
ふ
れ
あ
い

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
）
美
術
展

（
一
般
の
部
）
募
集
案
内

日身連副会長として、閉会のあいさつをする荻津会長



　　　　 

  

基
本
方
針
案

１
．
会
員
拡
大

　
２
０
２
５
年
度
の
会
員
数
は
関
東
ろ

う
者
体
育
大
会
開
催
の
影
響
で
前
年
と

比
べ
て
増
加
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
会
員

の
高
齢
化
が
進
ん
で
お
り
、
若
い
世
代
の

会
員
は
依
然
と
し
て
少
な
い
状
況
で
す
。

加
え
て
、
選
手
達
の
退
会
に
よ
る
減
少
が

心
配
で
す
。
若
年
層
へ
加
入
を
呼
び
か
け

て
い
ま
す
が
、
会
員
増
加
に
は
つ
な
が
り

に
く
い
現
状
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

今
後
は
若
い
世
代
に
も
当
協
会
の
活
動
を

知
っ
て
も
ら
う
機
会
を
増
や
し
、
関
係
団

体
等
と
連
携
し
な
が
ら
会
員
拡
大
に
取

り
組
み
ま
す
。

２
．手
話
言
語
の
国
際
デ
ー（
手
話
の
日
）

の
認
知
拡
大
と
啓
発
活
動

　
９
月
23
日
の
「
手
話
言
語
の
国
際

デ
ー
」（
手
話
の
日
）
の
認
知
度
向
上
を

目
的
と
し
て
、
関
係
機
関
や
団
体
と
連

携
し
な
が
ら
ブ
ル
ー
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
な
ど

の
啓
発
活
動
を
推
進
し
ま
す
。
県
民
に
対

し
て
手
話
が
言
語
で
あ
る
こ
と
へ
の
理
解

を
深
め
、
聴
覚
障
害
者
へ
の
理
解
促
進
を

図
り
ま
す
。

令和８年８月１日⑼　第81号 い は ら き 身 障 福 祉 令和８年８月１日 第81号　⑻い は ら き 身 障 福 祉

  

Ⅰ 

令
和
８
年
度
運
営
方
針

　
社
会
福
祉
法
人
制
度
改
革
の
趣
旨
に

対
応
し
、
新
た
な
社
会
福
祉
法
人
と
し

て
自
覚
と
責
任
の
も
と
組
織
の
管
理
運

営
を
実
践
し
、
事
業
運
営
の
透
明
性
向

上
や
財
務
規
律
の
強
化
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
し
た
。
引
き
続
き
自
ら
が
主

体
的
意
識
を
も
っ
て
運
営
し
、
組
織
運

営
の
適
正
化
や
財
務
基
盤
の
充
実
・
強

化
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
県
立
視
覚
障
害
者
福
祉
セ
ン

タ
ー
・
点
字
図
書
館
の
第
五
期
指
定
管

理
者
と
し
て
、
適
切
か
つ
効
果
的
に
事

業
を
推
進
し
ま
す
。

　
社
会
福
祉
事
業
の
主
た
る
担
い
手
と

し
て
、
よ
り
一
層
公
益
的
な
取
り
組
み

や
各
種
事
業
を
推
進
し
、
視
覚
障
害
者

の
自
立
と
社
会
参
加
を
支
援
し
て
ま
い

り
ま
す
。

１
　
組
織
運
営
や
事
業
活
動
に
あ
た

り
、
日
視
連
や
障
害
者
団
体
と
の
連

携
・
相
互
交
流
を
図
り
ま
す
。

２
　
組
織
の
弱
体
化
防
止
の
た
め
積
極

的
に
事
業
を
展
開
し
、
地
元
団
体
・

会
員
と
の
緊
密
な
連
携
強
化
を
図
り

ま
す
。

３
　
県
立
視
覚
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
・

３
．
手
話
施
策
推
進
法
の
勉
強
会

　
２
０
２
５
年
６
月
に
施
行
さ
れ
た
手
話

施
策
推
進
法
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
た

め
、
勉
強
会
や
研
修
会
の
開
催
を
検
討

し
ま
す
。
会
員
お
よ
び
関
係
者
へ
の
周
知

を
図
る
と
と
も
に
、
行
政
や
関
係
団
体

と
連
携
し
な
が
ら
、
茨
城
県
内
に
お
け
る

手
話
施
策
の
推
進
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

４
．
第
22
回
茨
城
県
聴
覚
障
害
者
大
会

　
２
０
２
７
年
２
月
に
開
催
予
定
の
第
22

回
茨
城
県
聴
覚
障
害
者
大
会
に
向
け
て
、

関
係
団
体
と
連
携
し
な
が
ら
準
備
を
進
め

ま
す
。
大
会
を
通
じ
て
、
聴
覚
障
害
者
の

交
流
を
深
め
る
と
と
も
に
、
社
会
参
加
の

促
進
と
県
民
へ
の
理
解
啓
発
を
図
り
ま
す
。

  

事
業
計
画

１
．
第
22
回
茨
城
県
聴
覚
障
害
者
大
会

（
担
当
：
企
画
委
員
会
）

２
．
敬
老
会
（
担
当
：
福
祉
委
員
会
）

３
．
労
働
サ
ロ
ン（
担
当
：
労
働
委
員
会
）

４
．
第
２
回
と
も
に
学
ぶ
教
育
の
つ
ど

い
（
担
当
：
教
育
委
員
会
）

５
．
パ
ン
ポ
ン
と
卓
球
バ
レ
ー
交
流
会

（
担
当
：
体
育
部
）

６
．
機
関
紙
発
行
事
業
（
担
当
：
広
報

委
員
会
）

〈
２
０
２
５
年
度
自
主
事
業
状
況
〉

一
般
社
団
法
人

茨
城
県
聴
覚
障
害
者
協
会

　
　
令
和
８
年
度
事
業
計
画

社
会
福
祉
法
人

茨
城
県
視
覚
障
害
者
協
会

　
　
令
和
８
年
度
事
業
計
画

　
障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
共
に
地

域
の
一
員
と
し
て
生
き
る
こ
と
の
で
き

る
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
社
会
の
実

現
の
た
め
、
県
・
市
町
村
・
各
団
体
な

ど
関
係
機
関
と
の
連
携
を
緊
密
に
図

り
、
各
種
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

１
　
県
委
託
事
業

⑴
第
52
回
山
の
集
い

　
自
然
を
満
喫
し
な
が
ら
歩
行
を
通
し

結
婚
相
談
実
務
担
当
者
連
絡
会

　
・
日
程
　
４
月
24
日
（
金
）

　
・
場
所
　
横
浜
市

２
　
県
及
び
県
ス
ポ
ー
ツ
文
化
協
会
補

助
（
助
成
）
事
業

⑴
身
体
障
害
者
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
選

手
派
遣
・
助
成
事
業

　
全
国
ス
ポ
ー
ツ
大
会
等
へ
の
選
手
派

遣
に
係
る
経
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

⑵
総
合
相
談
・
自
立
支
援
推
進
事
業

　
①
総
合
相
談
　
９
時
〜
17
時
。

　
身
体
障
害
者
の
相
談
に
応
じ
、

助
言
や
関
係
機
関
へ
の
紹
介
を
行

い
ま
す
。

　
②
地
区
就
労
支
援
相
談
員
研
修
会

　
・
日
程
　
６
月
19
日
（
金
） 

　
・
場
所
　
セ
キ
シ
ョ
ウ･

ウ
ェ
ル

　
　
　
　
　
　
ビ
ー
イ
ン
グ
福
祉
会
館

　
　

３
　
青
年
部
会
事
業

⑴
若
人
の
集
い
（
前
記
）

⑵
第
29
回
ゆ
う
あ
い
カ
ラ
オ
ケ
歌
謡
発

表
会

　
カ
ラ
オ
ケ
に
親
し
み
な
が
ら
、
社
会

参
加
や
自
立
促
進
、
地
域
社
会
に
お
け

る
友
愛
の
輪
を
広
げ
ま
す
。

　
・
日
程
　
７
月
12
日
（
日
）

　
・
場
所
　
セ
キ
シ
ョ
ウ･

ウ
ェ
ル

　
　
　
　
　
　
ビ
ー
イ
ン
グ
福
祉
会
館

⑶
第
25
回
ゆ
う
あ
い
卓
球
大
会

　
健
常
者
と
障
害
者
が
卓
球
を
通
し
て

交
流
を
深
め
、
体
力
増
進
と
と
も
に
社

点
字
図
書
館
に
つ
い
て
は
、
計
画
的
に

施
設
の
修
繕
工
事
等
を
行
い
、
専
門
性

や
経
験
等
を
活
か
し
て
視
覚
障
害
者
に

対
す
る
各
種
事
業
の
充
実
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

４
　
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
声
の
掲
示

板
等
の
広
報
媒
体
を
最
大
限
に
活
用

し
、
視
覚
障
害
者
へ
の
情
報
提
供
を

よ
り
一
層
充
実
し
ま
す
。

５
　
視
覚
障
害
者
と
そ
の
家
族
等
に
対

し
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
・
問
題

等
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
、
課
題
解

決
に
向
け
た
「
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
」

の
運
営
や
、
外
出
時
の
移
動
・
視
覚

情
報
を
支
援
す
る
同
行
援
護
従
業
者

養
成
研
修
事
業
等
に
取
り
組
み
ま
す
。

６
　
障
害
者
福
祉
の
担
い
手
と
な
る
市

町
村
に
対
し
、
補
装
具
・
日
常
生
活

用
具
等
、
市
町
村
に
お
け
る
視
覚
障

害
者
福
祉
施
策
の
充
実
と
格
差
解
消

に
向
け
た
働
き
か
け
を
進
め
ま
す
。

７
　「
第
40
回
日
視
連
関
東
ブ
ロ
ッ
ク

視
覚
障
害
者
Ｓ
Ｔ
Ｔ
茨
城
大
会
」
に

向
け
て
準
備
を
進
め
、
適
切
か
つ
円

滑
に
運
営
し
ま
す
。

８
　
茨
城
県
議
会
議
員
選
挙
等
の
選
挙

公
報
・
候
補
者
等
名
簿
の
作
成
に
つ

い
て
は
、
正
確
か
つ
迅
速
に
対
応
し

ま
す
。

  

Ⅱ 

令
和
８
年
度
事
業
　
　

１
．
本
部
運
営
事
業

①
理
事
会
・
評
議
員
会
の
開
催

②
社
会
福
祉
法
人
制
度
改
革
へ
の
対
応

③
第
40
回
日
視
連
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
視
覚

障
害
者
Ｓ
Ｔ
Ｔ
茨
城
大
会
の
開
催

④
就
労
（
あ
は
き
業
）
関
係

⑤
陳
情
・
要
望
活
動

２
．
社
会
参
加
促
進
事
業

①
関
係
団
体
と
の
連
携

②
研
修
会
及
び
大
会
へ
の
参
加

③
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
（
当
事
者
相
談
）

の
実
施

④
芸
術
・
文
化
活
動

⑤
ス
ポ
ー
ツ
活
動

３
．
地
域
生
活
支
援
事
業

①
同
行
援
護
従
業
者
養
成
研
修
の
開

催
②
市
町
村
広
報
等
の
発
行

③
選
挙
公
報
・
候
補
者
名
簿
の
作

④
会
議
・
案
内
資
料
等
の
作
成

⑤
研
修
会
・
講
習
会
等
の
支
援

⑥
水
戸
市
委
託
点
訳
奉
仕
員
養
成
講

習
会
の
開
催

４
．
指
定
管
理
事
業

①
施
設
の
維
持
・
管
理

②
点
字
図
書
等
の
閲
覧
・
貸
出

③
点
訳
・
朗
読
奉
仕
員
養
成
事
業

④
点
字
即
時
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

⑤
点
字
広
報
等
発
行
事
業

⑥
生
活
訓
練
等
事
業

⑦
中
途
失
明
者
緊
急
生
活
訓
練
事
業

⑧
視
覚
障
害
者
生
活
相
談
事
業

５
．
視
覚
障
害
者
支
援
用
具
斡
旋
事
業

会
参
加
や
自
立
促
進
を
図
り
ま
す
。

　
・
日
程
　
９
月
19
日
（
土
）

　
・
場
所
　
ひ
た
ち
な
か
市
総
合
運
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
園
体
育
館

４
　
そ
の
他
の
事
業

⑴
役
員
研
修
会
　
　

　
各
市
町
村
身
体
障
害
者
福
祉
団
体
に

お
け
る
組
織
強
化
や
役
員
の
資
質
向
上

を
目
的
に
実
施
し
ま
す
。

　
・
日
程
　
１
月
21
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　
　
　 

　
〜
22
日
（
金
）

　
・
場
所
　
ホ
テ
ル
ク
リ
ス
タ
ル
パ
レ
ス

⑵
団
体
交
流
会
　

　
本
協
議
会
及
び
各
市
町
村
身
体
障
害

者
福
祉
団
体
の
役
員
等
が
交
流
し
意
見

交
換
し
ま
す
。

　
・
日
程
　
10
月
９
日
（
金
）

　
・
場
所
　
朝
日
里
山
学
校

⑶
会
報
「
身
障
い
ば
ら
き
」
の
発
行
（
茨

城
県
共
同
募
金
配
分
申
請
事
業
）

　
10
月
と
３
月
に
各
２
，
５
０
０
部
発

行
し
ま
す
。

社会生活教室
ドコモ・ハーティー講座

家庭生活訓練事業
バスフレグランスフラワー教室

て
機
能
回
復
訓
練
を
行
い
ま
す
。

　
・
日
程
　
10
月
23
日
（
金
）

　
・
場
所
　
古
河
公
方
公
園
　

⑵
第
48
回
銀
輪
の
集
い
　

　
車
い
す
利
用
者
の
方
が
車
い
す
走
行

に
よ
り
機
能
回
復
訓
練
等
を
行
い
ま
す
。

　
・
日
程
等
　
第
52
回
山
の
集
い
に
同
じ

⑶
若
人
の
集
い

　
青
年
層
等
の
参
加
者
を
募
り
、
交
流

を
通
じ
て
相
互
の
友
愛
を
深
め
ま
す
。

今
年
は
ボ
ッ
チ
ャ
競
技
を
予
定
。

　
・
日
程
　
11
月
22
日
（
日
）

　
・
場
所
　
な
かLuckyFM

　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
園
ア
リ
ー
ナ

⑷
結
婚
相
談
事
業

①
ク
ロ
ー
バ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
日
曜
交
流
会

第
１
回

　
・
日
程
　
７
月
５
日
（
日
）

　
・
場
所
　
セ
キ
シ
ョ
ウ･

ウ
ェ
ル

　
　
　
　
　
　
ビ
ー
イ
ン
グ
福
祉
会
館

第
２
回

　
・
日
時
　
12
月
13
日
（
日
）

　
・
場
所
　
ザ
・
ホ
テ
ル
・
ウ
エ
ス
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
ル
ズ
・
水
戸

②
結
婚
相
談
　
　

　
・
相
談
日
　
毎
週
月
〜
金
曜
日 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
９
時
〜
16
時

③
関
東
甲
信
越
静
ブ
ロ
ッ
ク
合
同
友
愛

の
集
い

　
関
東
近
県
の
結
婚
希
望
者
と
の
交
流
　

　
・
日
程
　
10
月
３
日
（
土
）

　
・
場
所
　
横
浜
市

④ 

関
東
甲
信
越
静
ブ
ロ
ッ
ク
障
害
者

⑷
障
害
者
週
間
の
行
事
参
加
　

　
茨
城
県
等
主
催
の
「
い
ば
ら
き
パ
ラ

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０

２
６
」
に
参
加
、
協
力
し
ま
す
。   

　
・
日
程
　
12
月
３
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　   

〜
７
日
（
月
）

　
・
場
所
　
ザ
・
ヒ
ロ
サ
ワ
シ
テ
ィ
会
館

⑸
そ
の
他
　

　
県
や
関
係
団
体
が
主
催
す
る
各
種
大

会
等
へ
の
出
席
、
ジ
パ
ン
グ
倶
楽
部
へ

の
加
入
促
進
な
ど
に
努
め
ま
す
。

 

令
和
８
年
度
役
員

　
役
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

名
誉
会
長
　
髙
木
　
昇
（
常
陸
太
田
市
）

相
談
役
　
　
高
野
重
彦
（
龍
ケ
崎
市
）

会
　
長
　
　
米
川
正
典
（
鉾
田
市
）

副
会
長
　
　
中
島
秀
男
（
石
岡
市
）

　
〃
　
　
　
藤
田
賢
司
（
大
子
町
）

　
〃
　
　
　
石
津
初
美
（
鹿
嶋
市
）

　
〃
　
　
　
村
上
克
行
（
龍
ケ
崎
市
）

　
〃
　
　
　
今
井
輝
勝
（
古
河
市
）

理
　
事
　
　
荻
津
和
良
（
茨
城
町
）

　
〃
　
　
　
軍
司
有
通
（
那
珂
市
）

　
〃
　
　
　
齊
藤
茂
雄
（
取
手
市
）

　
〃
　
　
　
大
野
幸
一
（
美
浦
村
）

　
〃
　
　
　
荒
井
栄
司
（
つ
く
ば
み
ら
い
市
）

　
〃
　
　
　
服
部
佳
子
（
下
妻
市
）

　
〃
　
　
　
伊
藤
東
樹
（
青
年
部
会
）

監
　
事
　
　
山
間
松
代
（
神
栖
市
）

　
〃
　
　
　
中
島
隆
久
（
か
す
み
が
う
ら
市
）

  

令
和
８
年
度
役
員

理
事
長
　
　
　
　
　
軍
　
司
　
有
　
通

業
務
執
行
理
事
　
　
石
　
橋
　
秀
　
治

　
〃
　
　
　
　
　
　
森
　
住
　
純
　
一

理
　
事
　
　
　
　
　
葛
　
野
　
や
す
子

　
〃
　
　
　
　
　
　
稲
　
田
　
　
　
真

　
〃
　
　
　
　
　
　
小
　
林
　
茂
　
敏

　
〃
　
　
　
　
　
　
大
　
山
　
祐
　
介

　
〃
　
　
　
　
　
　
川
　
口
　
里
　
江

Ｒ８ゆうあいカラオケ歌謡発表会
抽選による参加者同士のデュエット

　
〃
　
　
　
　
　
　
小
　
島
　
　
　
陵

監
　
事
　
　
　
　
　
佐
　
藤
　
嵩
　
浩

　
〃
　
　
　
　
　
　
石
　
橋
　
丈
　
夫



　　　　 

  

基
本
方
針
案

１
．
会
員
拡
大

　
２
０
２
５
年
度
の
会
員
数
は
関
東
ろ

う
者
体
育
大
会
開
催
の
影
響
で
前
年
と

比
べ
て
増
加
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
会
員

の
高
齢
化
が
進
ん
で
お
り
、
若
い
世
代
の

会
員
は
依
然
と
し
て
少
な
い
状
況
で
す
。

加
え
て
、
選
手
達
の
退
会
に
よ
る
減
少
が

心
配
で
す
。
若
年
層
へ
加
入
を
呼
び
か
け

て
い
ま
す
が
、
会
員
増
加
に
は
つ
な
が
り

に
く
い
現
状
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

今
後
は
若
い
世
代
に
も
当
協
会
の
活
動
を

知
っ
て
も
ら
う
機
会
を
増
や
し
、
関
係
団

体
等
と
連
携
し
な
が
ら
会
員
拡
大
に
取

り
組
み
ま
す
。

２
．手
話
言
語
の
国
際
デ
ー（
手
話
の
日
）

の
認
知
拡
大
と
啓
発
活
動

　
９
月
23
日
の
「
手
話
言
語
の
国
際

デ
ー
」（
手
話
の
日
）
の
認
知
度
向
上
を

目
的
と
し
て
、
関
係
機
関
や
団
体
と
連

携
し
な
が
ら
ブ
ル
ー
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
な
ど

の
啓
発
活
動
を
推
進
し
ま
す
。
県
民
に
対

し
て
手
話
が
言
語
で
あ
る
こ
と
へ
の
理
解

を
深
め
、
聴
覚
障
害
者
へ
の
理
解
促
進
を

図
り
ま
す
。

令和８年８月１日⑼　第81号 い は ら き 身 障 福 祉 令和８年８月１日 第81号　⑻い は ら き 身 障 福 祉

  

Ⅰ 

令
和
８
年
度
運
営
方
針

　
社
会
福
祉
法
人
制
度
改
革
の
趣
旨
に

対
応
し
、
新
た
な
社
会
福
祉
法
人
と
し

て
自
覚
と
責
任
の
も
と
組
織
の
管
理
運

営
を
実
践
し
、
事
業
運
営
の
透
明
性
向

上
や
財
務
規
律
の
強
化
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
し
た
。
引
き
続
き
自
ら
が
主

体
的
意
識
を
も
っ
て
運
営
し
、
組
織
運

営
の
適
正
化
や
財
務
基
盤
の
充
実
・
強

化
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
県
立
視
覚
障
害
者
福
祉
セ
ン

タ
ー
・
点
字
図
書
館
の
第
五
期
指
定
管

理
者
と
し
て
、
適
切
か
つ
効
果
的
に
事

業
を
推
進
し
ま
す
。

　
社
会
福
祉
事
業
の
主
た
る
担
い
手
と

し
て
、
よ
り
一
層
公
益
的
な
取
り
組
み

や
各
種
事
業
を
推
進
し
、
視
覚
障
害
者

の
自
立
と
社
会
参
加
を
支
援
し
て
ま
い

り
ま
す
。

１
　
組
織
運
営
や
事
業
活
動
に
あ
た

り
、
日
視
連
や
障
害
者
団
体
と
の
連

携
・
相
互
交
流
を
図
り
ま
す
。

２
　
組
織
の
弱
体
化
防
止
の
た
め
積
極

的
に
事
業
を
展
開
し
、
地
元
団
体
・

会
員
と
の
緊
密
な
連
携
強
化
を
図
り

ま
す
。

３
　
県
立
視
覚
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
・

３
．
手
話
施
策
推
進
法
の
勉
強
会

　
２
０
２
５
年
６
月
に
施
行
さ
れ
た
手
話

施
策
推
進
法
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
た

め
、
勉
強
会
や
研
修
会
の
開
催
を
検
討

し
ま
す
。
会
員
お
よ
び
関
係
者
へ
の
周
知

を
図
る
と
と
も
に
、
行
政
や
関
係
団
体

と
連
携
し
な
が
ら
、
茨
城
県
内
に
お
け
る

手
話
施
策
の
推
進
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

４
．
第
22
回
茨
城
県
聴
覚
障
害
者
大
会

　
２
０
２
７
年
２
月
に
開
催
予
定
の
第
22

回
茨
城
県
聴
覚
障
害
者
大
会
に
向
け
て
、

関
係
団
体
と
連
携
し
な
が
ら
準
備
を
進
め

ま
す
。
大
会
を
通
じ
て
、
聴
覚
障
害
者
の

交
流
を
深
め
る
と
と
も
に
、
社
会
参
加
の

促
進
と
県
民
へ
の
理
解
啓
発
を
図
り
ま
す
。

  

事
業
計
画

１
．
第
22
回
茨
城
県
聴
覚
障
害
者
大
会

（
担
当
：
企
画
委
員
会
）

２
．
敬
老
会
（
担
当
：
福
祉
委
員
会
）

３
．
労
働
サ
ロ
ン（
担
当
：
労
働
委
員
会
）

４
．
第
２
回
と
も
に
学
ぶ
教
育
の
つ
ど

い
（
担
当
：
教
育
委
員
会
）

５
．
パ
ン
ポ
ン
と
卓
球
バ
レ
ー
交
流
会

（
担
当
：
体
育
部
）

６
．
機
関
紙
発
行
事
業
（
担
当
：
広
報

委
員
会
）

〈
２
０
２
５
年
度
自
主
事
業
状
況
〉

一
般
社
団
法
人

茨
城
県
聴
覚
障
害
者
協
会

　
　
令
和
８
年
度
事
業
計
画

社
会
福
祉
法
人

茨
城
県
視
覚
障
害
者
協
会

　
　
令
和
８
年
度
事
業
計
画

　
障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
共
に
地

域
の
一
員
と
し
て
生
き
る
こ
と
の
で
き

る
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
社
会
の
実

現
の
た
め
、
県
・
市
町
村
・
各
団
体
な

ど
関
係
機
関
と
の
連
携
を
緊
密
に
図

り
、
各
種
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

１
　
県
委
託
事
業

⑴
第
52
回
山
の
集
い

　
自
然
を
満
喫
し
な
が
ら
歩
行
を
通
し

結
婚
相
談
実
務
担
当
者
連
絡
会

　
・
日
程
　
４
月
24
日
（
金
）

　
・
場
所
　
横
浜
市

２
　
県
及
び
県
ス
ポ
ー
ツ
文
化
協
会
補

助
（
助
成
）
事
業

⑴
身
体
障
害
者
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
選

手
派
遣
・
助
成
事
業

　
全
国
ス
ポ
ー
ツ
大
会
等
へ
の
選
手
派

遣
に
係
る
経
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

⑵
総
合
相
談
・
自
立
支
援
推
進
事
業

　
①
総
合
相
談
　
９
時
〜
17
時
。

　
身
体
障
害
者
の
相
談
に
応
じ
、

助
言
や
関
係
機
関
へ
の
紹
介
を
行

い
ま
す
。

　
②
地
区
就
労
支
援
相
談
員
研
修
会

　
・
日
程
　
６
月
19
日
（
金
） 

　
・
場
所
　
セ
キ
シ
ョ
ウ･

ウ
ェ
ル

　
　
　
　
　
　
ビ
ー
イ
ン
グ
福
祉
会
館

　
　

３
　
青
年
部
会
事
業

⑴
若
人
の
集
い
（
前
記
）

⑵
第
29
回
ゆ
う
あ
い
カ
ラ
オ
ケ
歌
謡
発

表
会

　
カ
ラ
オ
ケ
に
親
し
み
な
が
ら
、
社
会

参
加
や
自
立
促
進
、
地
域
社
会
に
お
け

る
友
愛
の
輪
を
広
げ
ま
す
。

　
・
日
程
　
７
月
12
日
（
日
）

　
・
場
所
　
セ
キ
シ
ョ
ウ･

ウ
ェ
ル

　
　
　
　
　
　
ビ
ー
イ
ン
グ
福
祉
会
館

⑶
第
25
回
ゆ
う
あ
い
卓
球
大
会

　
健
常
者
と
障
害
者
が
卓
球
を
通
し
て

交
流
を
深
め
、
体
力
増
進
と
と
も
に
社

点
字
図
書
館
に
つ
い
て
は
、
計
画
的
に

施
設
の
修
繕
工
事
等
を
行
い
、
専
門
性

や
経
験
等
を
活
か
し
て
視
覚
障
害
者
に

対
す
る
各
種
事
業
の
充
実
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

４
　
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
声
の
掲
示

板
等
の
広
報
媒
体
を
最
大
限
に
活
用

し
、
視
覚
障
害
者
へ
の
情
報
提
供
を

よ
り
一
層
充
実
し
ま
す
。

５
　
視
覚
障
害
者
と
そ
の
家
族
等
に
対

し
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
・
問
題

等
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
、
課
題
解

決
に
向
け
た
「
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
」

の
運
営
や
、
外
出
時
の
移
動
・
視
覚

情
報
を
支
援
す
る
同
行
援
護
従
業
者

養
成
研
修
事
業
等
に
取
り
組
み
ま
す
。

６
　
障
害
者
福
祉
の
担
い
手
と
な
る
市

町
村
に
対
し
、
補
装
具
・
日
常
生
活

用
具
等
、
市
町
村
に
お
け
る
視
覚
障

害
者
福
祉
施
策
の
充
実
と
格
差
解
消

に
向
け
た
働
き
か
け
を
進
め
ま
す
。

７
　「
第
40
回
日
視
連
関
東
ブ
ロ
ッ
ク

視
覚
障
害
者
Ｓ
Ｔ
Ｔ
茨
城
大
会
」
に

向
け
て
準
備
を
進
め
、
適
切
か
つ
円

滑
に
運
営
し
ま
す
。

８
　
茨
城
県
議
会
議
員
選
挙
等
の
選
挙

公
報
・
候
補
者
等
名
簿
の
作
成
に
つ

い
て
は
、
正
確
か
つ
迅
速
に
対
応
し

ま
す
。

  

Ⅱ 

令
和
８
年
度
事
業
　
　

１
．
本
部
運
営
事
業

①
理
事
会
・
評
議
員
会
の
開
催

②
社
会
福
祉
法
人
制
度
改
革
へ
の
対
応

③
第
40
回
日
視
連
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
視
覚

障
害
者
Ｓ
Ｔ
Ｔ
茨
城
大
会
の
開
催

④
就
労
（
あ
は
き
業
）
関
係

⑤
陳
情
・
要
望
活
動

２
．
社
会
参
加
促
進
事
業

①
関
係
団
体
と
の
連
携

②
研
修
会
及
び
大
会
へ
の
参
加

③
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
（
当
事
者
相
談
）

の
実
施

④
芸
術
・
文
化
活
動

⑤
ス
ポ
ー
ツ
活
動

３
．
地
域
生
活
支
援
事
業

①
同
行
援
護
従
業
者
養
成
研
修
の
開

催
②
市
町
村
広
報
等
の
発
行

③
選
挙
公
報
・
候
補
者
名
簿
の
作

④
会
議
・
案
内
資
料
等
の
作
成

⑤
研
修
会
・
講
習
会
等
の
支
援

⑥
水
戸
市
委
託
点
訳
奉
仕
員
養
成
講

習
会
の
開
催

４
．
指
定
管
理
事
業

①
施
設
の
維
持
・
管
理

②
点
字
図
書
等
の
閲
覧
・
貸
出

③
点
訳
・
朗
読
奉
仕
員
養
成
事
業

④
点
字
即
時
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

⑤
点
字
広
報
等
発
行
事
業

⑥
生
活
訓
練
等
事
業

⑦
中
途
失
明
者
緊
急
生
活
訓
練
事
業

⑧
視
覚
障
害
者
生
活
相
談
事
業

５
．
視
覚
障
害
者
支
援
用
具
斡
旋
事
業

会
参
加
や
自
立
促
進
を
図
り
ま
す
。

　
・
日
程
　
９
月
19
日
（
土
）

　
・
場
所
　
ひ
た
ち
な
か
市
総
合
運
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
園
体
育
館

４
　
そ
の
他
の
事
業

⑴
役
員
研
修
会
　
　

　
各
市
町
村
身
体
障
害
者
福
祉
団
体
に

お
け
る
組
織
強
化
や
役
員
の
資
質
向
上

を
目
的
に
実
施
し
ま
す
。

　
・
日
程
　
１
月
21
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　
　
　 

　
〜
22
日
（
金
）

　
・
場
所
　
ホ
テ
ル
ク
リ
ス
タ
ル
パ
レ
ス

⑵
団
体
交
流
会
　

　
本
協
議
会
及
び
各
市
町
村
身
体
障
害

者
福
祉
団
体
の
役
員
等
が
交
流
し
意
見

交
換
し
ま
す
。

　
・
日
程
　
10
月
９
日
（
金
）

　
・
場
所
　
朝
日
里
山
学
校

⑶
会
報
「
身
障
い
ば
ら
き
」
の
発
行
（
茨

城
県
共
同
募
金
配
分
申
請
事
業
）

　
10
月
と
３
月
に
各
２
，
５
０
０
部
発

行
し
ま
す
。

社会生活教室
ドコモ・ハーティー講座

家庭生活訓練事業
バスフレグランスフラワー教室

て
機
能
回
復
訓
練
を
行
い
ま
す
。

　
・
日
程
　
10
月
23
日
（
金
）

　
・
場
所
　
古
河
公
方
公
園
　

⑵
第
48
回
銀
輪
の
集
い
　

　
車
い
す
利
用
者
の
方
が
車
い
す
走
行

に
よ
り
機
能
回
復
訓
練
等
を
行
い
ま
す
。

　
・
日
程
等
　
第
52
回
山
の
集
い
に
同
じ

⑶
若
人
の
集
い

　
青
年
層
等
の
参
加
者
を
募
り
、
交
流

を
通
じ
て
相
互
の
友
愛
を
深
め
ま
す
。

今
年
は
ボ
ッ
チ
ャ
競
技
を
予
定
。

　
・
日
程
　
11
月
22
日
（
日
）

　
・
場
所
　
な
かLuckyFM

　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
園
ア
リ
ー
ナ

⑷
結
婚
相
談
事
業

①
ク
ロ
ー
バ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
日
曜
交
流
会

第
１
回

　
・
日
程
　
７
月
５
日
（
日
）

　
・
場
所
　
セ
キ
シ
ョ
ウ･

ウ
ェ
ル

　
　
　
　
　
　
ビ
ー
イ
ン
グ
福
祉
会
館

第
２
回

　
・
日
時
　
12
月
13
日
（
日
）

　
・
場
所
　
ザ
・
ホ
テ
ル
・
ウ
エ
ス
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
ル
ズ
・
水
戸

②
結
婚
相
談
　
　

　
・
相
談
日
　
毎
週
月
〜
金
曜
日 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
９
時
〜
16
時

③
関
東
甲
信
越
静
ブ
ロ
ッ
ク
合
同
友
愛

の
集
い

　
関
東
近
県
の
結
婚
希
望
者
と
の
交
流
　

　
・
日
程
　
10
月
３
日
（
土
）

　
・
場
所
　
横
浜
市

④ 

関
東
甲
信
越
静
ブ
ロ
ッ
ク
障
害
者

⑷
障
害
者
週
間
の
行
事
参
加
　

　
茨
城
県
等
主
催
の
「
い
ば
ら
き
パ
ラ

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０

２
６
」
に
参
加
、
協
力
し
ま
す
。   

　
・
日
程
　
12
月
３
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　   

〜
７
日
（
月
）

　
・
場
所
　
ザ
・
ヒ
ロ
サ
ワ
シ
テ
ィ
会
館

⑸
そ
の
他
　

　
県
や
関
係
団
体
が
主
催
す
る
各
種
大

会
等
へ
の
出
席
、
ジ
パ
ン
グ
倶
楽
部
へ

の
加
入
促
進
な
ど
に
努
め
ま
す
。

 

令
和
８
年
度
役
員

　
役
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

名
誉
会
長
　
髙
木
　
昇
（
常
陸
太
田
市
）

相
談
役
　
　
高
野
重
彦
（
龍
ケ
崎
市
）

会
　
長
　
　
米
川
正
典
（
鉾
田
市
）

副
会
長
　
　
中
島
秀
男
（
石
岡
市
）

　
〃
　
　
　
藤
田
賢
司
（
大
子
町
）

　
〃
　
　
　
石
津
初
美
（
鹿
嶋
市
）

　
〃
　
　
　
村
上
克
行
（
龍
ケ
崎
市
）

　
〃
　
　
　
今
井
輝
勝
（
古
河
市
）

理
　
事
　
　
荻
津
和
良
（
茨
城
町
）

　
〃
　
　
　
軍
司
有
通
（
那
珂
市
）

　
〃
　
　
　
齊
藤
茂
雄
（
取
手
市
）

　
〃
　
　
　
大
野
幸
一
（
美
浦
村
）

　
〃
　
　
　
荒
井
栄
司
（
つ
く
ば
み
ら
い
市
）

　
〃
　
　
　
服
部
佳
子
（
下
妻
市
）

　
〃
　
　
　
伊
藤
東
樹
（
青
年
部
会
）

監
　
事
　
　
山
間
松
代
（
神
栖
市
）

　
〃
　
　
　
中
島
隆
久
（
か
す
み
が
う
ら
市
）

  

令
和
８
年
度
役
員

理
事
長
　
　
　
　
　
軍
　
司
　
有
　
通

業
務
執
行
理
事
　
　
石
　
橋
　
秀
　
治

　
〃
　
　
　
　
　
　
森
　
住
　
純
　
一

理
　
事
　
　
　
　
　
葛
　
野
　
や
す
子

　
〃
　
　
　
　
　
　
稲
　
田
　
　
　
真

　
〃
　
　
　
　
　
　
小
　
林
　
茂
　
敏

　
〃
　
　
　
　
　
　
大
　
山
　
祐
　
介

　
〃
　
　
　
　
　
　
川
　
口
　
里
　
江

Ｒ８ゆうあいカラオケ歌謡発表会
抽選による参加者同士のデュエット

　
〃
　
　
　
　
　
　
小
　
島
　
　
　
陵

監
　
事
　
　
　
　
　
佐
　
藤
　
嵩
　
浩

　
〃
　
　
　
　
　
　
石
　
橋
　
丈
　
夫



⑴　第81号 令和８年８月１日い は ら き 身 障 福 祉 第81号　⑽令和８年８月１日 い は ら き 身 障 福 祉

編

　集

　後

　記

　
こ
の
４
月
か
ら
専
務
理
事
兼
事
務

局
長
と
な
り
ま
し
た
前
川
で
す
。

　
連
合
会
広
報
紙
は
年
２
回
発
行
の

た
め
、
今
年
度
の
事
業
計
画
の
と
こ

ろ
で
、
実
施
済
み
の
事
業
を
少
し
だ

け
紹
介
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　
今
後
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
新
頻

度
向
上
等
を
検
討
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　こ
の
広
報
紙
は
、「
共
同
募
金
配

分
金
」
を
受
け
て
発
行
し
て
い
ま
す
。

令
和
８
年
度 

茨
城
県

身
体
障
害
者
福
祉
団
体

連
合
会 

第
１
回
理
事
会

を
開
催

令
和
８
年
度 

茨
城
県

身
体
障
害
者
福
祉
団
体

連
合
会 

第
１
回
理
事
会

を
開
催

　
令
和
８
年
５
月
29
日
（
金
）、
セ
キ

シ
ョ
ウ
・
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
福
祉

会
館
に
お
い
て
、
茨
城
県
身
体
障
害

者
福
祉
団
体
連
合
会
の
令
和
８
年
度

第
１
回
理
事
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
理
事
総
数
16
名
に
対
し
15
名
、
監

事
２
名
の
出
席
が
あ
り
、
荻
津
会
長

の
挨
拶
の
後
、
荻
津
会
長
を
議
長
と

し
て
議
事
に
入
り
ま
し
た
。

報
告
第
１
号

　代
表
理
事
等
の
職
務

執
行
状
況
報
告

　
事
務
局
か
ら
こ
れ
ま
で
の
職
務
執

行
状
況
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

第
１
号
議
案

　令
和
７
年
度
事
業
報

告
に
つ
い
て

第
２
号
議
案

　令
和
７
年
度
収
支
決

算
に
つ
い
て

　
両
議
案
を
一
括
し
て
事
務
局
か荻津和良会長

荻

　津

　和

　良

軍

　司

　有

　通

吉

　沢

　
　
　馨

米

　川

　正

　典

石

　津

　初

　美

村

　上

　克

　行

今

　井

　輝

　勝

坂

　場

　篤

　視

藤

　枝

　文

　江

葛

　野

　や
す
子

森

　住

　純

　一

鈴

　木

　隆

　雄

小

　林

　聖

　司

根

　本

　貴

　幸

軽

　部

　
　
　剛

前

　川

　吉

　秀

藤

　田

　賢

　司

稲

　田

　
　
　真

染

　谷

　秀

　樹

会

　
　長

副

会

長

　
〃

　

理

　
　事

　
〃

　

　
〃

　

　
〃

　

　
〃

　

　
〃

　

　
〃

　

　
〃

　

　
〃

　

　
〃

　

　
〃

　

　
〃

　

専
務
理
事

監

　
　事

　
〃

　

　
〃

　

令
和
８
年
度

役

　
　
　員

令
和
８
年
度

定
時
総
会
書
面
決
議

令
和
８
年
度

定
時
総
会
書
面
決
議

　
令
和
８
年
度
定
時
総
会
に
つ
い
て
、

６
月
８
日
（
月
）
に
書
面
に
よ
り
協
議

を
行
い
ま
し
た
。

第
１
号
議
案

　令
和
７
年
度
事
業
報

告
に
つ
い
て

第
２
号
議
案

　令
和
７
年
度
収
支
決

算
に
つ
い
て

第
３
号
議
案

　公
益
目
的
支
出
計
画

実
施
報
告
に
つ
い
て

　
以
上
の
議
案
に
対
し
て
、
６
月
19

日
（
金
）
ま
で
に
全
会
員
の
書
面
に

よ
る
同
意
を
得
て
、
提
案
の
と
お
り

総
会
の
決
議
が
あ
り
ま
し
た
。

ら
説
明
し
、
稲
田
監
事
の
監
査
結

果
報
告
の
後
、
満
場
一
致
で
原
案

ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
３
号
議
案

　公
益
目
的
支
出
計
画

実
施
報
告
に
つ
い
て

　
事
務
局
か
ら
説
明
の
後
、
満
場
一

致
で
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
４
号
議
案

　令
和
８
年
度
定
時
総

会
の
開
催
に
つ
い
て

　
事
務
局
か
ら
説
明
の
後
、
満
場
一

致
で
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
５
号
議
案

　参
与
の
選
任
に
つ
い
て

　
事
務
局
か
ら
説
明
の
後
、
満
場

一
致
で
原
案
ど
お
り
、
鈴
木
聡
幸

氏
（
前
専
務
理
事
兼
事
務
局
長
）

が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

デフリンピック応援イベント（10月）

耳の日手話まつり（3月）

敬老会（10月）
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令
和
８
年
度
役
員

会
　
　
長
　
　
吉
　
沢
　
　
　
馨

副 
会 
長
　
　
鈴
　
木
　
隆
　
雄

　  

〃 
　
　
　
染
　
谷
　
秀
　
樹

事
務
局
長
　
　
根
　
本
　
貴
　
幸

会
計
部
長
　
　
西
　
野
　
㆒
　
昭

理
　
　
事
　
　
安
　
　
　
大
　
地

　  

〃 

　
　
　
小
　
林
　
聖
　
司

　  

〃 

　
　
　
高
　
木
　
茂
　
晴

　  

〃 

　
　
　
小
田
部
　
憲
　
子

　  

〃 

　
　
　
軽
　
部
　
　
　
剛

　  

〃 

　
　
　
青
　
木
　
俊
　
彦

　  

〃 

　
　
　
上
　
田
　
和
　
英

　  

〃 

　
　
　
皆
　
川
　
雅
　
代

　  

〃 

　
　
　
宮
　
田
　
茂
　
樹

　  

〃 

　
　
　
菊
　
地
　
友
紀
子

体
育
部
長
　
　
大
　
内
　
㆒
　
義

高
齢
部
長
　
　
藤
　
枝
　
　
　
晃

女
性
部
長
　
　
豊
　
島
　
清
　
美

青
年
部
長
　
　
國
　
谷
　
流
　
輝

監
　
　
事
　
　
畠
　
山
　
和
　
子

　  

〃 

　
　
　
稲
　
岡
　
美
　
香

　
障
害
者
と
障
害
者
福
祉
の
活
動
に
携

わ
る
多
く
の
人
々
が
一
堂
に
集
い
、
障

害
者
の
自
立
と
自
主
性
を
確
立
し
、
積

極
的
に
地
域
に
お
け
る
自
立
生
活
と
社

会
参
加
促
進
を
図
る
た
め
、「
茨
城
県
障

害
者
福
祉
の
集
い
」
を
茨
城
県
及
び
茨

城
県
障
害
者
社
会
参
加
推
進
セ
ン
タ
ー

の
共
催
で
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

○
日
　
時
　
10
月
21
日
（
水
）

　
　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
か
ら

　
　
　
　
　（
受
付
12
時
30
分
〜
）

○
場
　
所
　
坂
東
市
民
音
楽
ホ
ー
ル

　
　
　
　
　
ベ
ル
フ
ォ
ー
レ

　
　
　
　
　
坂
東
市
岩
井
５
０
８
２

○
参
加
者

　
障
害
者
、
身
体
・
知
的
・
精
神
障
害

者
相
談
員
・
民
生
（
児
童
）
委
員
・
福

祉
団
体
等
の
関
係
者
、
一
般
県
民

○
内
　
容

　
講
　
演
　「
笑
い
と
元
気
が
と
り
も
つ

人
の
縁
」

　
講
　
師
　
古
今
亭
　
菊
千
代
　
氏

　
　
　
　
　（
落
語
家
）

○
問
い
合
わ
せ

　
茨
城
県
身
体
障
害
者
福
祉
団
体
連
合
会

　
T
E
L
　
０
２
９‒

２
４
１‒

８
２
９
５

　
F
A
X
　
０
２
９‒
２
４
３‒

７
４
９
０

『
令
和
８
年
度
障
害
者

福
祉
の
集
い
』
開
催
の

ご
案
内

講師　古今亭 菊千代 氏


